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議 事 日 程 

令和５年９月５日（火）午前９時30分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開会 午前９時３０分 

 

○議長（管野英美子君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて50

分といたします。 

  中川敦司議員を指名いたします。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいま議長から指名をいただきました

中川でございます。 

  この９月の定例会議の一般質問におきま

しては、道の駅や空き家対策特別措置法の

改正に関する内容等についての質問を取り

上げてございます。どうかよろしくお願い

を申し上げます。 

  では通告書ナンバー１のＡＥＤボックス

に三角巾の設置をというこの項目に関する

質問でございます。 

  心臓には心房と心室という、そういった

ものがあるというふうに昔習ったことがご

ざいます。心房というのは、全身を巡った

血液が戻ってくる場所でありまして、心室

は全身に血液を送り出す、そういうふうな

部分であるというふうなことでございます。

さらにこの心房というのは心室に対してシ

グナルを送って、信号を送って、規則正し

く血液を送り出すような構造というか仕組

みになっているようでございまして、この

心室が、いわゆる麻痺、調子悪くなると心

臓が停止して、血液が脳やとか全身に回ら

なくなる。すなわち酸素がね酸素が行き渡

らなくなるわけですね。こんなような状態

になりますと数分間で、３分から５分と言

われてますけども、脳が死亡する、脳死に

至るというふうに言われております。そう

いったため、心肺停止、心臓とか停止した

ような場合には速やかにこの心臓にショッ

ク等を与えて心臓を正常に戻す必要があり

ます。この心臓を正常に戻す医療機器がい

わゆるＡＥＤ、詳しく言いますと自動体外

式除細動器といいますけども、そういった

ものでございます。 

  まず初めの質問でございますが、この町

内におきましてＡＥＤ、自動体外式除細動

器、これの設置状況をまずお伺いいたしま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  おはようございます。お答えいたします。 

  町内のＡＥＤの設置状況でございますが、

コンビニエンスストアとか町内の事業所な

どのＡＥＤの設置箇所は把握できておりま

せんが、町内の公共施設に28か所を設置し

ている状況でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  しっかりと、公共施設に28か所設置して

いただいているということでありがたいな

と思っておりますが、このような装置はで

きる限り使わないような、使うような場面

がないほど私はいいのかなと思いますけど

も、しかしながら、どうしてもこのＡＥＤ

を使わなくてはならない、そういう場合も

あり得るかもわかりません。 
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  このＡＥＤというのは使うとき、心臓付

近の部分、胸に電気ショックを与えるため

にパッドを貼り付ける必要がございます。

私もこの救急救命の講習を受けたことござ

いますが、実際こういうところにパッドを

貼って、このスイッチを押す。皆さんちょ

っと離れてくださいみたいな、そういうふ

うな声かけをしながらこの装置を稼働させ

ていく、そういった勉強もさせていただき

ましたけども、そういった形でパッドを貼

り付ける必要がございます。当然パッドと

いうのはこの地肌に貼り付けないと意味が

ありませんので、そういうことを考えます

と、私みたいな男性が倒れて、その男性に

使用する場合には別にはだけても支障ない

かもわかんないけども、でもそれが逆に女

性の場合、女性に使用する場合、やっぱり

この必要、やっぱり肌がはだけたような状

態でパッドを貼るとなると、やっぱり女性

の場合は配慮が必要となるんじゃないかな

と思います。 

  実は、岐阜県の山県市といいますけども、

そちらにおきましては女性の傷病者の肌に

パッドを貼り付ける際に、三角巾、布、そ

ういったものを覆いかぶせて、肌が露出し

ないような形でパッドをつける、そのよう

な取組をやってございます。このＡＥＤボ

ックスに三角巾を設置するような取組、豊

能町でもやってみたらどうかと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  救命活動は１分１秒を争う緊急事態でご

ざいます。特に男性が女性にＡＥＤを使用

する場合、女性の服を脱がすのに抵抗を感

じ、ＡＥＤの使用をちゅうちょする方もお

られるように思います。本町でも岐阜県山

県市の取組を参考にして、ＡＥＤボックス

内に三角巾を配置してはどうかということ

でお尋ねだと思いますが、ＡＥＤを使用す

るときは上半身を裸にしてＡＥＤをつける

というイメージがございます。救命講習で

もパッドを貼り付けるために服を脱がせる

という講習を行ってございます。衣服や下

着をずらし、ＡＥＤパッドを素肌に直接貼

り付けることができれば、下着を脱がせあ

るいは上半身を裸にする必要がない場合も

ございます。また、ＡＥＤパッドを貼った

後に上着やタオルをかけて対応することも

できます。また、救命措置を受ける方から

すると、人目に付く場所で衣類を脱がされ

ることに抵抗を感じることもあろうかと思

います。これらの状況を踏まえ、傷病者の

プライバシーに配慮する対策の一つとして、

御提案の三角巾の設置は有効であると考え

ております。ただ、救命措置は一刻を争う

事態でございますので、ＡＥＤボックス内

に三角巾を設置することで、使用する方が

三角巾の使用に戸惑い、救命措置が遅れる

ことがないよう、消防関係者等の現場の意

見も踏まえて検討していきたいと思ってお

ります。 

  箕面市の消防に、本町は委託して、講習

等も行っていただいておりますが、聞くと

ころによりますと箕面市では三角巾をＡＥ

Ｄに設置は今のところしていないという状

況もございます。ですのでその辺りの意見

も踏まえて三角巾の設置は検討していきた

いと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  今回の事例は岐阜県の山県市の事例では

ございますけども、また多分ここ以外にも

結構こういう取組を今、進めていってると
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ころがちらほら見受けられるかなと思いま

すので、そういったところの状況も見据え

た上で、本町としても取り組んでいけるよ

うに、これからも進めていただければと思

いますので、どうかよろしくお願いを申し

上げます。 

  それでは続いて通告書ナンバー２の道の

駅のこの項目について質問をさせていただ

きます。 

  実は平成29年の12月の一般質問、ちょう

ど６年前になりますかね。私が、ちょうど

今９月ですから丸々６年前ですかね、議員

にならせていただいて。その議員になって

直後の一般質問が12月だったんですけども、

その12月の一般質問において、実は私は道

の駅のことを取り上げたことがございまし

て、そのときいろいろ言わせてもらいまし

た。この423号、当時はもう既に箕面トンネ

ルたしかできてたと思いますので、そうい

った意味である程度便利にはなっている。

しかしながら423号の北側、いわゆる亀岡側、

ここは法貴峠という、雨がたくさん降ると

ストップしてしまうという、そういうふう

な交通の難所いいますか、そういうふうな

場所ではあるけども、京都と国が一生懸命

頑張って、この法貴峠を迂回するバイパス、

法貴バイパスというか、そういったものを

作る計画があると。もしもこういうものが

できるならば、なおさら亀岡方面のほうか

ら大阪梅田のほうまでストンと、箕面トン

ネル通って新御堂を通って行けるという、

非常に便利な道になるようということで、

そんな状況が近い将来やってくるというふ

うなことを言わせてもらって、もう既にこ

の法貴峠のバイパスも大分工事が進んでき

ておりますので、そういった意味でこれか

らますます便利なこの国道423号になるんじ

ゃないかなと思いますが、確かにそれで交

通量が多くなったとしても、全部その豊能

町を素通りしていくんやったら全部意味が

ない、豊能町にとってメリットがないと、

そういった意味でこの豊能町に立ち寄って

もらえる、何かそういうふうな拠点といい

ますか、そういった意味において道の駅が

必要ですねみたいなことを当時、６年前で

すか、言わせてもらったんです。そうしま

したらその当時の部長さんが答弁されまし

たけども、この基本構想といいますか、そ

ういったものを進めていますというなこと

で回答いただいた記憶がございますが、実

質基本構想進んでいくわけでございますけ

ども、皆様も御承知のとおり、その後、誕

生された前町長がこの道の駅の構想を白紙

撤回みたいなことになったわけでございま

すけども、しかしながらそれから４年たっ

て、この３月の所信表明のときの質問でも

させてもらい取り上げましたけども、いわ

ゆる道の駅の話を切り出したところ、前の

４年前に誕生した町長のあの文言を撤回す

るというふうなことで町長のほうから答弁

をいただいたのがもう半年前のことでござ

いますけども。そういった意味で、当然な

がら採算性を考慮しながら進めていきたい

という、そのような答弁でございましたけ

ども、あれからちょうど半年経ちましたん

で、その後の状況を、どうなのかないうと

ころからちょっと聞かせていただこうかな

と思ってますんで、よろしくお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  おはようございます。 

  御質問の道の駅の件ですけれども、議員

おっしゃるように、道の駅構想につきまし

ては４年前に基本計画までを取りまとめま

したが、前町長が白紙撤回としたため、事

業途中で進捗を中止してきたところです。
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しかし、本年３月に上浦町長が前町長の方

針を撤回し、再度、道の駅構想を検証する

こととしたことにより、採算性を含めて改

めて検証することとなりました。その後の

進捗というところですけれども、４年前に

作成した基本計画は、現在進めている公共

施設再編の場所として選定している中央公

民館から診療所一帯を道の駅として整備す

ることで進められてきました。この計画と

同じ方針で進めると決定したものではない

んですけれども、踏襲するとした場合には、

御承知のとおり旧双葉保育所には廃棄物が

保管されており、道の駅構想を進めるため

にはこの問題を解決することが先決となり

ます。現在、地元自治会の方と意見交換を

行いながら問題解決に向け進めているとこ

ろですけれども、意見交換の中では道の駅

の建設を望む声もあるというところでござ

います。今後につきましては、廃棄物の問

題の解決を待って、この４年間で、議員お

っしゃるように法貴峠のバイパスというお

話もありますので、周辺状況や人の流れも

変わってきているというところもあります。

場所や規模、採算性も含めて再度検証し、

可能な限り早い時期に開設できるよう進め

てまいりたいというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  結局は道の駅の構想、計画いいますか、

その場所そのものが、今これからやろうと

している公共施設の再編の場所と合致して

るから、そういった意味で、ダイオキシン

の問題もあるからそれの解決をまずしなけ

ればならないという、そのような内容であ

ったかと思いますが、いずれにしましても、

やはり豊能町にとっての大事な部分でもあ

ろうかと、道の駅というのは、と思います

んで、しっかりと取り組んでもらいたいな

と思います。あとやっぱり、今のお話の中

でもありました採算性という部分のお話が

ございましたけども、実はこの７月に、総

務建設常任委員会の所管事務調査におきま

して、栃木県にある道の駅もてぎというと

こに訪問をさせていただいたんです。この

茂木町の道の駅でございますけども、茂木

町そのものが出資する民間団体、そこに経

営を委ねて、実はそこの茂木町、そこの町

長が代表取締役をされてまして、この道の

駅の中には年商１億円、バウムクーヘンだ

けで年商１億円みたいな、そんな商品もあ

るんですね。それ以外には手作りのアイス

クリーム屋とか、たこ焼きとか、たい焼き、

ラーメン、軽食、そういったお店が、野菜

の直売所は当然ながら、そのようなたくさ

んのお店がありまして、これらのお店が全

部その会社で経営されてて、従業員が95名

ってなってました。そういった意味で地元

の雇用の確保にも貢献されている、そのよ

うな施設でありまして、さらにすごいこと

には、この令和４年度でございますけども、

売上げが約10億円、９億5,700万円、純利益

が何と1,000万円ということで黒字経営をさ

れているという、そういった事例もあるん

です。採算性の話がずっと出てきてますけ

ども、こういったところもあるんだよとい

うことも参考にしながら、しっかりと豊能

町もこれからの道の駅の推進に、参考にし

てもらいたいなと思いますけども、その辺

りいかがでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  道の駅の採算性についてですけれども、

これについては周辺の交通量や販売する商

品等に左右されるものというふうに考えて
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おります。加えて、どのような方針で誰が

運営主体となるかという問題も重要なとこ

ろであり、どのような運営形態をとってい

くかは、先ほど申し上げた廃棄物の問題が

解決した段階で検証していくこととなりま

す。４年前の基本計画を策定している時点

では、道の駅を作るということで、民間事

業者数社から道の駅の運営に関心を寄せて

いただいたということもありましたので、

今後検証する際には、議員の御提案も含め

て、様々な角度から検討させていただきた

いというふうに思っておるところでござい

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そうしましたらしっかりとこれからも進

めていってもらいたいとこのように思いま

す。 

  では次の質問項目に移らせていただきま

す。 

  次に通告書ナンバー３、空き家対策特別

措置法の改正について、これに関する項目

に移らせていただきます。 

  本年の６月になりますけども、空き家対

策特別措置法という法律、これが改正にな

ってございます。これまで特定空き家とい

う、そういうふうな文言がしっかりと着目

されるような内容でございましたけれども、

このたびの改正によりまして、特定空き家

は当然ながら、さらに管理不全空き家とい

う、そういった項目にも焦点を当てた内容

になっているようでございます。今、私が

申し上げましたこの管理不全空き家とはど

ういったものを指すのか、その辺りからち

ょっと質問をさせていただきたいと思いま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  おはようございます。 

  議員の御指摘のとおり、令和５年の６月

14日に空き家等対策の推進に関する特別措

置法の一部を改正する法律、先ほど議員の

ほうから空き家対策特別措置法というお話

がありましたけども、それが公布されまし

て、この公布の日から６か月以内に施行さ

れる予定ということで聞いております。 

  議員御質問の、どのような場合に管理不

全空き家になるのかについてですが、周囲

に著しい悪影響を与えるような特定空き家

化の未然防止の観点から申しますと、例え

ば、家の門とか扉が施錠されていないとか、

窓ガラスが割れているとか、不特定多数の

者が容易に侵入できる状態で放置されてい

る場合とか、あと屋根とか外壁等が脱落と

か飛散等が、そういったおそれがある場合、

そういった場合には、これまでもそれぞれ

の担当課のほうから所有者のほうに対して、

空き家の適正管理の依頼を行っているとこ

ろではございますが、その依頼をしても何

ら改善がされないといった場合には管理不

全空き家になるものではないかと考えてお

ります。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  今、部長のほうからこういった家がよろ

しくないですねみたいな事例、簡単に説明

ございましたが、大体、今聞いていると建

物が屋根がとか、ガラスがとか、何かそん

なふうな内容の部分とか、門扉とか、そう

いった部分の話がございましたけども、も

う少し建物、当然建物を建ってるとこだけ

じゃなくて、建物が建ってないところの庭

とかそういうところにも、木がうっそうと

しているとか、もう草がぼうぼうに生えて
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るとか、環境的によろしくないかなみたい

な、そういうふうな部分についてはどんな

ふうになっているんでしょうか、考えてお

られるでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  本町のほうでも空き家対策計画を立てて

おりまして、その中でも、議員、先ほど御

質問あった、庭に雑草とか植木が大分うっ

そうとしてる状態とか、あと敷地にごみが

散乱してるとか、あと、そのおうちの周辺

も含めて衛生害虫が発生してるような、担

当は環境課のほうになるかなと思うんです

が、空き家対策についてはそういった、お

庭でそういったものがある場合、それから

私が最初、もしくはその家自体に何ら問題

がある場合、あともう少し言いますと、お

庭でそういう動物が何か住んでいたり住み

着いたりしてるとか、そういったものも空

き家管理の一環で、我々も定期的に点検し

たりしておりますので、そういった形の場

合は、空き家不全のものに該当するんじゃ

ないかと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そうしましたら結局特定空き家に至る前

の段階が何となく管理不全空き家という、

そういった位置づけになるのかなと思うん

ですけども、今までのやり方と、今後国が

進めようとしているこの法改正によって、

何か変わる部分っていうのがあるんだろう

と思いますが、その辺りはどんなふうにな

ると考えたらいいんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  これまでは、特定空き家に至るまでの間

についてはその特定空き家に認定をしてい

かないといけないということで、特定空き

家に認定されれば、それを受けまして法律

に基づいて助言とか、その土地所有者に対

して助言、指導、勧告、命令勧告あと行政

代執行のような形で、順次、所有者に対し

ていろいろ言えたところではあるんですが、

特定空き家に認定されてない場合について

はそういった形のものができなくて、一応

お願いという形でこれまで進めておりまし

た。ですが今回この法改正によりまして、

指針に基づいて一応、助言、指導、そうい

ったものについては、勧告もですが、こち

らについては管理不全空き家という形で、

この三つについては所有者に対して文章で

出すことができるというふうに考えており

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  ということは、今までは特定空き家とい

うふうな位置づけでずっとやってきたけど

も、その手前の管理不全空き家についても

しっかりとこのステップを踏んでいろいろ

と所有者の方に対してアクションを起こし

ていける、そういうふうな内容が今回の法

改正というふうなことになったのかなと思

います。そうしましたら実際、管理不全空

き家の所有者に対して指導とか、いろいろ

ステップ踏んでやっていきますけども、そ

れに対して、応答してくれたら、反応して

くれたらいいんですけども、それで反応が

なかったらその場合はどうなるというふう

に考えておいたらいいのでしょうかね、そ

れは。 
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○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほど私のほうから、管理不全空き家、

今後、そして所有者のほうが動いてくれな

かった場合、助言、指導とか、勧告のほう

を文章で出して、それでも動いてくれなか

ったということでの御質問としてお答えし

ますが、その場合は次の段階、特定空き家

のほうの認定に進むのではないかと考えて

おります。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  あと、今回の法改正の中で着目すべき項

目に、固定資産税のことが確か載ってたよ

うに思うんですけども、私の記憶間違いだ

ったらすみませんということになりますが、

現状は特定空き家については固定資産税の

減免いいますか、６分の、通常土地に家が

建っておれば、通常固定資産税が６分の１

になるという、そういうふうな制度になっ

ておりますが、特定空き家の場合、６分の

１に下げてもらえるという、そういう特典

がなくなるというか、たしかそういうふう

な制度だったと思うんですけども、今回の

この国のこの法改正によりますと、どうも

この特定空き家は当然ながら、この管理不

全空き家に指定された、そういった場合に

おいても固定資産税の優遇措置が解除され

るという、なくなるというか、そんなふう

にも私は受け取ったんですけれども、その

辺りはどうなんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監兼住民部長。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  管理不全空き家に指定された場合の固定

資産税ということなんですけれども、特定

空き家に指定されたものにつきましては議

員おっしゃるとおり、200平米未満の部分に

ついては６分の１というような住宅用地の

特例を受けることになっております。それ

が特定空き家に指定された場合は適用除外

というふうなことになります。管理不全空

き家の敷地につきましても、同じように固

定資産税の住宅用地特例が受けられなくな

り、固定資産税が増額ということになりま

す。ただ、法改正の施行期日は公布から６

か月というふうになっておるんですけれど

も、本日現在施行されておりませんので、

直ちにということではありませんけれども、

今後そういうふうになっていくというよう

なことになっております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そういったことで、固定資産税について

もこれから注意をしていかなあかん、その

所有者の人にとってはそういうことも注意

していかなあかんという部分かなと思いま

す。あとそういった意味で今までの特定空

き家だけじゃなくてこの管理不全空き家に

ついてもしっかりとチェックをしていかな

あかんというふうなことになりますので、

実際空き家の状況を定期的に調査、そうい

ったことをしていく必要があるんかなと思

いますけども、そういったことを実際やっ

ていくとなったらどこの部門がそういう調

査をすることになるのかな。その辺りちょ

っとお伺いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 
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  まず本町のほうでも本年６月に、豊能町

空き家等対策計画の見直しを行っておると

ころですが、その計画の中に管理不全空き

家対策についても若干でありますが触れて

おりまして、その中に大きく二つありまし

て、実態調査等の定期的な実施、先ほど議

員がおっしゃった定期的な実施と連携体制

の構築ということで、二つ項目挙げており

ます。今回、この空き家対策については見

直しですけども、計画策定の担当課は都市

計画課のほうでおおむね行ったというとこ

ろなんですが、何せマンパワーが不足して

いるというところもありまして、約１年が

かりで策定したということもあります。で

すので今後、先ほど申しました連携体制の

構築になるんですが、空き家等の対策に関

わった関係各課ございます。そちらと連携

体制を構築しながら、そういった定期的な

調査ができればなと考えておるところです。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  今後の、今、お話をされておりますが、

実際のところはそうしたら坂田部長の部門

で多分やってこられてるのかなと思ったり

もするんですけども、実際、過去にやった

調査とかも当然あろうかと思いますが、大

体どれぐらいの件数を、どれぐらいの期間

というかどれだけの人数で調査したとかい

う、そんな何か実績はあるんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  例を挙げますと、今年度６月に策定しま

したこの空き家等対策計画の例で申します。

ちょうど１年前の令和４年の６月になりま

すが、そこで空き家であろうということで、

水道閉栓家屋の調査を、情報を豊能水道セ

ンターのほうに依頼いたしまして、そちら

のほうで閉栓されている家屋がその時点で

407戸ありました。ですのでその407戸に対

しまして、先ほど申した都市計画課の担当

課１名が、約半年かけまして、それぞれの、

それを集中にやってたわけではなくて、通

常の業務をやりながら、それもやりながら、

その407戸の調査を、現地調査を行っていた

というところです。それから６月ぐらいか

ら６か月ぐらい、それ以降に計画を策定し

ながら、結局また関係各課との調整協議し

て、最終的には今年の６月にできたという

ことで丸１年かかってるということになり

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  いやもうびっくりしましたね。閉栓の数、

それが407というふうなことでございました

けども、水道の閉栓。その407戸のおうち、

空き家を調べるというのが、お１人で半年

はかけたというふうなことなんで、月平均

にしても、何ぼやろ。60件ぐらいかな。ぐ

らいになるのかなと思いますけども、当然

その業務だけじゃなくて、通常の何か別な

仕事もやりつつ、その合間を縫って調査に

行かれたということで、ほんまにそれは非

常に御苦労なことやなと思いますけども、

そういう状況というのはどうなんですかね。

今回初めてほかの理事者の方にも知ってい

ただくようなことになったということでご

ざいます。それともいやもう、前々からも

そんなことは知ってましたよみたいなこと

なのか、その辺りはどうなんですかね。多

分、建設部門は昔からちょっと人員が結構

少なかったりみたいなようなこと、私もい

ろいろ話を聞いておったんですけども、そ

の辺りどうなんですかですか。 



 2－11 

○議長（管野英美子君） 

  全庁に関わることなので、答弁を町長に

求めたいと思います。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  おはようございます。 

  臨時業務についてはどこの部門もあると

思っております。大体人員配置については

その臨時業務ではなく、日常といいますか

ルーチンといいますか、通常の業務の中で

大体職員を配置させていただいて、臨時の

業務については単発ということになります

ので、委託するというようなこともござい

ますが、今回については直営で職員がやっ

てくれたというようなことになりますので、

そこは御苦労をおかけしたなと思っており

ます。 

  今後につきましても、臨時の業務につい

ては委託にするか直営にするか、そこのそ

れぞれの日常の業務のバランスを見て考え

ていきたいと思っております。よろしくお

願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  あと結局は固定資産税が高くなるのか、

そのままの６分の１でいけるのかっていう、

その判断をどこかのタイミングでする必要

があるのかなと思いますが、多分この住民

税関係、固定資産税もそうですけども、毎

年１月１日時点を基準にしておられるのか

なと思うんですけども、そういった意味で

はその時点でどうなのかっていう、そうい

う結果が必要かと思いますが、その辺りは

どうなんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監兼住民部長。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  固定資産税につきましては、議員おっし

ゃるとおり１月１日現在ということになり

ます。そこは、恐らくそういう特定空き家

に指定される、あるいは管理の空き家に指

定されるということになりますと、その１

月１日突然にきれいになったりということ

はないと思いますので、そこは都市計画課

等と連携しながら、しっかりと課税のほう

にも反映させてまいりたいというふうに思

っております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そうですよね。確かにその通りや思いま

すが、いずれにしましても固定資産税のこ

とやから、年に１回は必ずやらなあかんは

ずなんですよね。チェックを。そうなって

くると、先ほどお一人で職員さんやってお

られたっていうのを、何とかほかの部門と

も連携しながら、協力していただきながら

やっていくみたいな、そのようなお話もあ

って、それはいい意味で一歩前進なのかな

と思いましたけども、この空き家の調査に

つきましては他市町村でいろいろな取組し

てるとこもございまして、その中の一つで

ございますけども、三重県の玉城町では、

地域に密着した配達ネットワーク、こうい

ったものを構築している日本郵便にこの空

き家調査を委託してるような事例もござい

まして、実は日本郵便いうたらしょっちゅ

うその地域を、郵便物配達とか集配とか、

そんなんでばあって走り回っておられます

けども、その合間を縫って、役所から聞い

ている案件、407件やったら407件のうちの

近所行ったら写真撮ったりするような形で

定期的に調査をしてもらえるような仕組み

をとっているようでございます。三重県の

玉城町、そういった意味で豊能町もこのた

くさんの空き家のチェックを今後やってい
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かなあかんということでございますが、先

ほどはほかの部署も協力しながらチェック

をしていったらみたいな話もございました

けども、こういった形で委託するんやった

らこういうふうな事例もあるんですけども、

この辺り、参考になるかなと思いますが、

どうでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  本町の空き家調査については、前回であ

る５年前も今回の見直しのときも外部委託

はしないで、担当課のほうで担当職員によ

って現地目視調査という形で実施してきて

おります。議員御提案の日本郵政の空き家

調査委託についてですけども、実際また新

たな計画するとなると５年先にはなるんで

しょうが、そういった場合、町職員で実施

していくのか、今回と一緒のですね。もし

くはその外部委託していくのかについては

費用対効果も含めましての検討になるかな

と考えておりますので、今後の参考とさせ

ていただけたらと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  いずれにいたしましても、この空き家の

問題というのは豊能町のみならず日本全国

の今の課題中の課題かもわかりませんので

しっかりとこれからもこの空き家問題、し

っかり取り組んでいただければと思います。 

  そうしましたら次の項目に移らせていた

だきます。 

  次に通告書ナンバー４、女性のデジタル

人材の育成に関する項目に移らせていただ

きます。 

  結婚によって移住してくるとか、またあ

と子育てなどによりまして、女性がどうし

ても職場を離れる、離職するような場合が

ございます。このような女性に対しまして、

長野県の佐久市におきましてはデジタル分

野への就労に必要なスキルを習得できる講

座を開始するようでございまして、この講

座につきましては無料でできるＯＪＴ型。

だからどっかの企業かな、会社の実際を仕

事をやりながら勉強していくみたいな、そ

ういうふうないわゆるＯＪＴと、市が授業

料を半額助成するオンライン型の講座、２

種類あるそうでございまして、このオンラ

イン型におきましては、最終的には仕事先、

就労案件の紹介までしていただけるような

取組になってございます。また、同様の取

組ではあります女性のデジタル人材の育成

という意味におきましては、同じく栃木県

の日光市でも同じような取組をされてまし

て、こちらにおきましてはプログラミング

の基礎とか、そういったものを学べるよう

な講座を用意されておりまして、こちらに

つきましても最終的にはその受講者を仕事

先へ、就職先案内できる、そのような仕組

みまでとっているようでございます。この

ような取組、非常に、どちらにしましても

女性に高い人気があるんですけども、豊能

町でも参考にしてはどうかと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  就労に関してということでお答えいたし

ます。 

  議員御提案にあります事業につきまして

は、厚生労働省所管の公共職業安定所、い

わゆるハローワークの役割と考えておりま

す。このハローワークにおきまして、職業

訓練、ハロートレーニングという事業を展
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開しているということで聞いております。

議員御質問にあります長野県佐久市がどの

ような位置づけ、目的で事業を展開してい

るか、ちょっと詳しくは調べておりません

のでわからないところではあるんですが、

このハロートレーニング事業については、

対象は女性に限定せず、離職者や在職者で

も正社員への転職を目指す方などとしたも

のが対象となっておりまして、訓練分野に

つきましても、議員のお話があったデジタ

ル分野、いわゆるＩＴ系だけではなくて、

事務それからサービス系、介護、福祉、製

造系、電気、電子といった技術系、そうい

ったもので多岐にわたっておりまして、実

施時期も毎月様々なものが開講されている

ということで聞いております。また授業料

についても無料で、ただテキスト代などの

自己負担があるというふうには聞いており

ます。そういった、もちろん受講後の求職

活動のサポートも行っているということで

す。以上のことから、本町の住民の中で離

職を余儀なくされ、再就職を希望される方

がおられました際には、このハローワーク

のほうへつなげさせていただけたらと考え

ておるところです。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  実際ハローワークでそのような取組があ

るよというのは、当然もうこんなんは昔か

ら、そういう就労のための訓練、そういっ

たものはハローワーク等ではあったかと思

いますが、実際に事例として実際そういう

ところに紹介をしたようなことは、過去あ

りますか。ないかな。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  ちょっと私の知る限りでは、ちょっとそ

ういった事例があったのかちょっとわから

ないという状況でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そういう人がいらっしゃったらどんどん

やっぱり紹介はしてあげたらいいのかなと

思いますので、引き続きそれがあるんやっ

たら活用していただければと思います。私

が今回、この質問を取り上げた背景には、

実は豊能町の現状、状況を踏まえて言わせ

てもらおうかなと思って取り上げている部

分でございます。実は、豊能町におきまし

てはこの旧池田泉州銀行の光風台支店、リ

ビングラボというふうに呼んでますけども、

あそこにおいて女性向けに、経理事務にな

りますけど、そういったにことに関しての

オンライン講座というものを設けているわ

けでございますけども、この間お伺いした

実績によりますと応募者がゼロ人やったと

いう実績がございまして、非常にあんまり

人気がないのかなと思った次第なんです。

今回のこの栃木県の日光市とか長野県の佐

久市というのは全く私どもが豊能町がやろ

うとしてる、いわゆる女性向けのオンライ

ン講座と全く同じ形の形態なんですよね。

そういった意味で、どっちかいうたら経理

よりも、こういうこれからの将来を考えた

らデジタルのこういうふうな人材育成のた

めの講座というか、そういうほうが私は非

常に人気がありそうでいいのではないかな

と思ったので、こういうものを取り上げさ

せていただいた次第なんですけども、その

辺りどんなふうにお考えでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 
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○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  本町では令和４年度のスマートシティの

推進事業で実施したサービス項目の一つに

子育てがございまして、その中に先ほどお

っしゃいましたオンライン経理スクールと

いうのがございました。これはデジタルを

活用したオンラインでの就労講座のような

もので、実施できないかなということでお

尋ねだと思います。デジタルを活用した取

組につきましてはスマートシティに関連す

るようなものであると考えております。現

在スマートシティの推進事業では子育ての

予算はございませんので、スマートシティ

推進事業として新たな取組というのは今の

ところ困難ではないかと考えております。

女性施策とか就労支援の視点で直接民間の

オンライン講座等の、斡旋、受講を支援す

るような形になろうかと考えております。

また今回スマートシティの推進事業でのオ

ンライン経理スクールでは、経理プログラ

ムを提供したものでございますが、コンシ

ェルジュというアプリ内からの予約であり

ますとか利用回数、あるいは住民満足のＫ

ＰＩを図るということを想定して実施して

おりましたので、そういう意味ではスマー

トシティ事業でなくても、先ほど言った女

性施策あるいは就労の視点での取り組みに

は可能であるかと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  いずれにしましても世の中やっぱりデジ

タル化っていう、そういう流れがもう非常

に顕著でございますんで、ＤＸ、デジタル

トランスフォーメーションというような言

葉もどんどん飛び交っているような時代で

あり、やはり将来を見据えたデジタルの人

材というのがやっぱり本当に必要になって

くる。この役場、豊能町の役場の中にもそ

ういうふうな技術というか、そういったも

のも当然今後必要になってくるかと思いま

すんで、これからもしっかりとこのデジタ

ルというふうな分野にもしっかりと目を向

けて、人材育成、子どものみならず大人も

そうですけど、そういったことにこれから

も引き続き取り組んでいただければと思い

まして、私の一般質問を終わらせていただ

きます。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、中川敦司議員の一般質問を終わ

ります。 

  ここで議場換気のため、暫時休憩いたし

ます。再開は午前10時30分といたします。 

（午前10時19分 休憩） 

（午前10時30分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  それでは、２人目の一般質問をします。 

  今朝早く起きてね庭へ出たらこけまして、

足と手をすりむいて、ちょっと頭を打って、

一般質問の内容が、勉強できんようになり

まして、何言うかわかりませんけどもよろ

しくお願いします。 

  テレビでも言うてるように、この９月１

日で関東大震災が100年目でっか。30年ほど

前から70％の確率で大地震が起こり得ると

いうことを盛んに聞いておりますけど、い

まだにそういう大地震は東日本震災で、平

成23年でっかな、起きて、この辺はまだ起

きておりません。しかしながら、東南海地

震でっか。それがいつ起きるかわからんと

いうような状況でございますけれども、今

年になっても台風が来て、九州や北海道、

あるいは近畿地方でも北のほう、南のほう
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がいろいろな災害が起こっております。し

かしこの大阪近郊特に豊能町近郊では大し

た災害は起こっておりません。非常に今、

安全なところで我々は暮らしておるという

ことでございますが、自然現象といいます

か、自然活動は近年盛んになっております

けれども、この豊能町においては、社会活

動が盛んになっております。つまり少子高

齢化ですね。まず少子高齢化で高齢化率は

豊能町で何パーセントになっておるかお答

え願いたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  おはようございます。 

  議員おっしゃいました、本町におけます

65歳以上の人口の割合です。つまり高齢化

率のことなんですけれども、最新の情報と

いたしましては８月末現在で町全体として

は48.89％でございます。地区別数に申し上

げますと、東地区につきましては45.09％、

西区におきましては49.98％。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  ちなみに日本の平均はわかりますか。わ

かっておれば答弁願いたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  国が統計調査をやってございまして、こ

れは総務省の統計局のデータに基づいてと

いうことになります。国の人口、これは概

算値でございますけれども、これも令和５

年の８月１日現在、これが最新になってご

ざいまして、人口１億2,454万人のうち65歳

以上の人口、3,623万人ということで、割り

戻しますと高齢化率は29.09％。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  今、お答え願いましたけれども、豊能町

は全国平均よりも約20％以上高齢化率が進

んでおります。50％以上になると、地域に

よりまして国管理の地域になるというふう

に聞いておりまして、非常にこれから特に

もう数年、あるいは数十年たつと50％を超

えるような状況でございます。このような

ときに、今までの法律でもってやっていく

と非常にやりにくいところがあります。つ

まり、今までの人口対策といいますか、そ

ういう対策ですね。人口増加をもとにいろ

んな法律を作っていたといういわれがあり

まして、市街化区域あるいは市街化調整区

域も人口増加によるそういう制度であろう

と思います。つまり、豊能町はそういう制

度が当てはまらない場所であるはずでござ

います。豊能町におきましては東地区の旧

村地域よりも西地域が今、お答え願いまし

たように、割合が多いと、高齢化率が多い

という現象でございますので、やはりそう

いうことをもとにして、豊能町独自の施策

をやって人口増を図るということを考えな

ければならないと思います。したがいまし

て、私はいつも言うてるように、教育無償

化、衣食住の食、住は、これはやはり動物

として生まれてきた責任において親が責任

を持たないかんけども、教育に関しまして

は危うい。やはりその行政体が責任を持っ

てやると。つまり無償化にするということ

が大事であると思いますので、私はもう以

前から教育を無償化にせいという具合に

度々言っておりましたけども、現在大阪府
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あるいは国が教育無償化について盛んに言

っておりますが、その状況をちょっとお知

らせ願いたいと思います。その状況あるい

は国の状況、どういう形で教育無償化言っ

ておるか、お答え願いたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。 

  教育無償化につきまして、今、国が進め

ようとしていること、それから大阪府が進

めようとしていることでございます。国に

おきましては、今、学校給食、これにつき

ましては私ども豊能町では、中学校無償化

という形で町の独自の施策として進めてい

るところでございますが、国においても、

この学校給食を無償化してはどうかという

形で、今、議論が進められているというふ

うにお聞きしております。一方、大阪府に

おきましては、高校教育ではございますが、

この高校、いわゆる私立もそれから公立の

高校も含めまして、高校の無償化というと

ころを現在進めているというふうにお聞き

しております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  先ほど言いました衣食住のうち、食と住

はこれは我々人間も動物、したがいまして

食べることは、これはやはり親の責任で、

子どもが一人前になるまで親の責任でこれ

は食べさせなきゃならないと。これを無償

化するということは、子どもの教育にとっ

て具合悪い。やはり親がせっせと稼いでき

て、子どもを一人前になるまで育てるのが、

これは親の役目。ほかの動物でも子どもが

一人前になるまで食料を与え続けますわね。

ただし教育に関しては、これはやはり無償

化やって、子どもが一人前になって職に就

いた場合に、いかなるどういう職業を選択

するか、それは子どもにとっては大事なこ

とであるけども、教育に関してはやはり国

やその地域あるいは行政体が責任持って教

育すると、これが必要であると思います。

以前から言うてるように、子どもが生まれ

てから、保育あるいは教育、あるいは高校、

大学で教育するのにも無償化やって、高校

大学は制度がありますよね。銭を貸す制度。

それを利用させて無償化すると。例えば豊

能町の人がよそで高校、大学を入学すると

きに、無償制度で全額貸して、将来働くよ

うになったときにその人が豊能町に住まい

するとなればそのお金は返して要らんと。

よそで住めば返してくれと。そういう制度

を作れば、制度を作って発信すれば、豊能

町行ったら教育はただやなと。所得制限も

なしにしたら、所得制限もないねんなとな

ったら、豊能町に人口を増やす一つの施策

や思いまっせ。それから、そういうこと豊

能町に人を増やすと思うたらそういうこと

も必要やいうことを私は思うねんけど、以

前にも言うたけど、そういう所得制限なし

で若い人、豊能町へ来て、その住民税をと

って、その子どもに対する費用を払うた場

合にプラスマイナスで何ぼなるか、そうい

うこともされたことありまっか。どないで

す。ちょっとお答え願いたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  教育の無償化を行うとした場合、主な費

用について試算を行っております。まず

小・中学校の給食費につきまして、これが

小学校の児童分が約2,450万円。中学校生徒

分、これは現在も無償化を実施しておりま
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すが、約 1,450万円で、給食費合計で約

3,900万円となります。次に、幼稚園・保育

所に係る費用でございますが、現在無償化

の対象外となっておりますゼロ歳児から２

歳児の保育料が約1,400万円、給食費が約

500万円、通園バスや遠足代、その他教材費

などで約160万円となります。次に、高校生

の通学費について、町内から市内の主要駅

まで通学費を全額補助とした場合、年間約

3,700万円となります。ほかにも小中学校の

教材費であるとか修学旅行等にかかる費用

もございますが、今申し上げた費用だけで

も合計すると約9,700万円となり、本町の厳

しい財政状況を踏まえると、教育の無償化

というのは難しいと考えております。 

  税金との比較でございますが、住民税及

び固定資産税等々につきましては、個々の

状況に差がございましてなかなかその比較

をすることが難しいので、現在その比較の

ほうは行っておりません。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  今、答弁もうたんは全体ですね。教育の

全体ですね。１人が生まれてから大学を卒

業するまで、１人当たり平均で何ぼ要るか

ということも必要やと思うし、今、給食費

かなんか言われましたね。それはやはり親

の責任で出してかなあかんもんですわ、こ

れは。それを引いてもうたらもっと安くな

りますわな。違います。そやからほんまに

教育に関することを、一人一人が生まれて

から学校卒業して働くまでの費用が何ぼ要

るか。それも計算して、所得制限なしにや

って、大体所得の平均で１人当たり何ぼ、

住民税が入ってくるか、そういうことをや

って、プラスマイナスがあまりにもかけ離

れておったらあかんけども、多少だったら

そういうことも必要ですわ。それによって、

それをアピールすると、豊能町行ったら教

育費はただやんなということを考える人や

ったら豊能町へ来る人もあると思いまっせ。 

  それとも、もう１点、この質問事項でば

らばらになると思うけど、豊能町が何かし

てくれ言うたら金がない、金がないという

ことであまりすることが少なうなってきと

るけど、例えばこの前研修に、さっき中川

さんの質問ありました研修に、茂木町かど

こどこか行きましたよな。そのときに生ご

みを利用して肥料を作っていた豊能町も昔

から細河の園芸用ですね。あれはどうして

園芸が発展して有名なったか言うたら、豊

能町のこの真砂土、あれを細河もっていっ

て、葉刈りや何かしたやつをバークにして、

うまいこと混ぜて植木を植える何年か経つ

と植木を植えんと田んぼにして米をつくる

また明くる年から植木を植えるいうことで

有名になってきたんですよ。それは真砂の

利用価値は十分おまんねん。真砂と生ごみ

等と混ぜる十分肥料になるわけです。真砂

そのものは肥料ではないけど。だから私、

何年か前かな質問したんやけど豊中処理場

あそこへ行って汚泥どういう具合に処理し

てるか調べてくれと言いましたけど、調べ

られましたか。 

○議長（管野英美子君） 

  通告にないんで。 

○12番（川上 勲君） 

  調べてないのかな。 

○議長（管野英美子君） 

  ちょっと通告に入れてください。 

○12番（川上 勲君） 

  金を出してほってるねんやったら豊能町、

金もうて引き取ったらよろしい。真砂と混

ぜて肥料にしたら、今ごっつ肥料代が上が

ってますわな。めちゃくちゃ上がってまん

ねや。安うに売ったら豊能町、銭儲かりま

っせ。そういうことを考えなあかんぞ、豊
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能町は。この前言うたのに誰も何もしまへ

んのか理事者は。どないでっか。 

○議長（管野英美子君） 

  ２番目の⑥の戸知山の真砂土の利用とい

うことですね。答弁を求めます。真砂土の

利用についてです。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  川上議員の質問は、二つ目の質問の⑥の

最後の戸知山の真砂土利用という、はい、

すみません。その件についてお答えをいた

します。 

  今現在、戸知山の真砂土の利用は現在、

おっしゃってる検討はしておらないという

ことでございます。戸知山は豊かな自然の

利用活用した整備を考えますと人々で賑わ

うような活用でまちの活性化につながり、

戸知山の有効活用が図れないかということ

で現在は検討しておるということで、今、

真砂土の利用というか処分の利用というの

は今のところは検討しておらないというこ

とでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  私が戸知山の利用言うたら、真砂土を利

用言うたらピンと感じなあかんわ。この前

も質問しとんのやから。そやから、結局、

汚泥と混ぜて肥料にすることは全然何もし

ておまへんのやろ。そやから豊中の下水処

理場行って、汚泥をどういうふうに処分し

とんのかそれを調べて、実験的には戸知山

の真砂と混ぜて肥料になるのかどうか、実

験やったらよろしいやん。ほんで肥料にな

るのやったら、豊能町が主体なのか、第三

セクターが主体になるのかわからんけど、

豊能町がお金が儲かるように、やっぱりし

ていったら、金がない、金がない言わんで

もよろしいんや。そういうことをやっぱり

みんな、何とかして豊能町に金を呼び込ん

でこうか職員、理事者、町長が全部考えな

あかんと思いますわ。今の制度で今の状況

で、どないしようか、どないしようか言う

てんと、新しい発想をせないかん。例えば

今度、また飛んで言うけど、さっき中川議

員から質問あったけど、空き家対策、これ

も一つ、ちょっと例挙げて答えてほしいね

んけども、今、住宅地で家建てたら税金何

ぼ減って何ぼになるか、その家建てんとき

の税金と家建てたときの税金と、その金額

わかっとったらお答え願いたいと思います。

平均でよろしいわ。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監兼住民部長。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  家建てたときの税金ということですけど

も、新築した場合、15万円、家の規模にも

よると思いますが土地と家屋と合わせて20

万円前後になるんではないかと、15万円か

ら20万円ぐらいになるんじゃないかという

ふうに思います。何もない更地ですと、評

価額が1,000万円として14万円になりますの

で、1,000万円もする土地がなかなかないと

思いますので10万円前後になるんじゃない

かなというふうには思います。今ある昭和

時代に建てられた家ですと、土地と家屋と

合わせて大体５万円前後というような税金

になるんじゃないかなというふうに思って

おります。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  その家建てた場合に、一番初めに言うた

ように、市街化区域ですわな、あの新興住

宅地は。それ以外のとこは市街化調整区域。

市街化区域の中で家建てた場合に、これ普



 2－19 

通に考えると住居や、人が住んで、そのた

めに家建てる。ところが初めからその目的

が倉庫にする、その場合でも可能でっか。

ちょっとお答え願えますかな。 

（発言する者あり） 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  その更地のところへ初めから倉庫使用目

的で家を建てると。人が住む目的で家を建

てるという場合、税金は同じ率で下がって

くるのかどうかということです。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監兼住民部長。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  税金だけのことを申し上げますと、倉庫

を建てた場合、土地はそのままの住宅用地

の特例というのは適用されませんので、先

ほど申しました十数万円プラス倉庫の税金

ということになります。住宅を建てますと、

土地の部分については200平米未満は６分の

１になりますので、10万円前後の税金が２

万円程度になるんじゃないかなと。あくま

で概算ですけれども。プラス新築の場合の

家屋の税金が大体、規模にもよりますが、

15万円前後ということで合わせて20万円弱

というような感じになるんじゃないかなと

いうふうに思います。どちらにしても、倉

庫ですと建物の価格というのが低くなりま

すから、いずれにしても同じような額にな

ろうかと思います。ただ、建築の条件とか

そういったものは無視した場合のお話とい

うことでお聞きいただけたらと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  住居を建てた場合には６分の１になると、

あの土地がね。例えば人は住んでたけども、

どこかよそへ行ってもうて、その建物を倉

庫代わりに使うと、この場合は土地の特例

おまへんわな。倉庫やから。ほなもとの税

金になりまんがな。特に先ほど言った閉栓

が四百何戸ですか。そこをもう完全に人は

住んでないということ。人が住んでないと

いうことは住居ちゃうわけや。ほんならも

う税金をもとに戻したらええねん。そうい

うことをやっていかんとあきまへんわな、

豊能町は。ほんで聞くところによると、閉

栓にしておるとこは407件でっか。しかし、

1,000軒からのその空き家があるというふう

に聞いてます。住むときは必ず水が要るか

ら、水道局に水出してくれて申し込むけど

も、家が誰もおらんようになっても閉栓し

てくれと言わん限りしませんわな。そうい

う家が何百軒もあるはずなんですわ。そう

いうとこを調べて全部、住んでなかったら

土地の免税をもとどおりするとなったら、

税金大分増えまっせ。先ほど中川議員が質

問したように、１人に当てても十分ペイし

ますわ。そういうことも考えてみる必要が

あると思うけども、町長どないですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監兼住民部長。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  固定資産税の問題でございますのでちょ

っと私のほうからお答えさせていただきた

いと思います。 

  今、川上議員がおっしゃったような件に

つきましては、全国的に同じような課題に

対しているというふうに思っております。

残念ながら、やっぱり今の法制度の中では、

おっしゃる意図はよくわかるんですけれど

も、住宅が建っておれば、そこは住宅用地

の特例を適用せざるを得ないというような

状況で、先ほど来言ってます特定空き家等

につきましては、それを適用除外とすると
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いう制度になっておりますので、そこが今

の日本の国の現状としてはもうやむを得な

いところかなというふうに思っておるとこ

ろでございます。ですのでなかなか議員が

おっしゃるようなところは難しいというふ

うに思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  先ほど言うたように、今の制度は人口増

で、あちこち家を建てられたら具合悪いか

らそういう制度になって、はたまた制度や

ったらそういう制度がありますということ

でやった制度やから、昔のその人口が増加

する時代の制度と今の制度は全然ちゃいま

すわな。そういうことをやっぱり考えて、

破ったらよろしい制度なんか。やっていっ

たらええねん。そやないと人口増えまへん

で。そうせな税金とれませんで。例えばそ

の人口を増やすことも、２番目の市街化調

整地域に住居ということ、これもそうです

わ。人を増やすためには市街化調整区域に

も家建ててかなあかんわけや。こないだこ

ういうことありましたんや。高山で、若い

子が畑に家を建てたいということで町に申

し込んだら、それは具合悪いと。農地やか

ら。いうことで断られたらしいですわ。ほ

んで、あれやこれや考えていろいろなこと

を、その制度を取り入れて、やっと建てる

ようになって、若い方はそこの今、家、も

うすぐ仕上がりますわ。町の言うまま今の

制度の話したら調整区域に絶対、家建てら

れまへんのや。それはやはり町がもっと努

力して、調整区域でもほかの農地やその影

響がない場合はどんどん、どんどんやっぱ

家建てるようにしていかんと、若い子来ま

せんわ。あの新興住宅地の中で年寄りばっ

かり、周り見たら年寄りばっかりや、その

中で若い子住めますか。住もうとしますか。

恐らく、その年寄りがおる家の子どもや孫

やったら住むかもわからへんけども、全く

新しい人が、周り見たら年寄りばっかりの

ところにぽつんと若い子が住みにくい。そ

うすると、その調整区域に周りも、田んぼ

や畑も自然があるところで家建てて暮らせ

るようにしてあげるのも一つの手や。そう

いうような外からの人は増えてくると思う

わ。そういうことちょっとできるように、

できるかできひんか。建設、何とか部長。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  都市計画法の法律がありまして、その中

に市街化を抑制するということで市街化調

整区域も先生も御存じの、御承知のもので

す。ここで住宅を建設できるという例は数

少なくて、先生も御承知のとおり、そうい

う農業とか林業を営む者の居住のための建

物、要は農家住宅と呼ばれてるものと、そ

れの分家住宅の二つかなと。それ以外には

ちょっとなかなか市街化調整区域に、現在

のその法律上はちょっと難しいと。ただゼ

ロではなくて、やり方、手法はございます。

その手法をちょっと二つほど挙げさせても

らうと、まず大規模にはなるんですけども、

面積5,000平米以上で地区計画を定めまして、

当然、大阪府の開発審査会のほうにかかり

まして、許可を取っていかないといけませ

んけども、そういった場合、ここにもその

都市計画法以外にも、先ほど先生のお話あ

ったとおり農地法とか、山のほうの近郊緑

地保全区域とか、もうちょっと言うと急傾

斜地のイエローゾーンとかレッドゾーン、

そういったものがあると、なかなか建物が

ちょっと建てれないというのが現状なんで

すが、そういったものがかかってないとこ
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ろであればその地区計画を定めて住居を建

てることは可能です。それからもう一つが、

今ある市街化区域、例えば希望ケ丘とか、

ときわ台とか東ときわ台、そこの地区の外

周100メートル以内に隣接しておれば、都市

計画マスタープランに書かれておるんです

が、これも大阪府の審査会を諮ってすれば、

その区域から隣接した100メートルの周辺に

は住宅は建設することは可能ということで

す。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  個人が家建てるのに、今、5,000平米以上

やったらなんかできるけど、個人が家建て

るのに5,000平米以上のとこへぽつんと家建

てて、申請して家建てまっか。不可能です

わな。先ほど２番目で答えられた、希望ケ

丘やら新興住宅地近隣で家建てるのは可能

やと聞いたけど、ほんなら切畑の奥とか寺

田とか高山とか、全然当てはまりませんわ

な。ほんだら家建てられへんのと一緒や。

今建ててんのは、農家住宅を建てるとか、

その農家の次男坊対策とか、そうじゃない

限り家建てられんし、家建ててる人がごま

かして申請して建てることは可能ですわな。

そういうことでやってへんわけや。それを

ごまかさんでも堂々と建てるように、行政

がやっぱり仕向けていかないかん。そうす

ることによって若い世代が増える可能性は

十分ありまっせ。そういうことも考えても

らわなあかん、町長。頼みまっせ。 

  それから、今、先ほどるる言うたけども、

町に今、西地区と東地区で小中一貫校しま

すわな。小中一貫校するけども、今現在、

小学生の人数、１年生から６年生まで、そ

れから１年生未満の子どもの数、５歳児か

らゼロ歳児やね。その数はどうなってまっ

か。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  令和５年５月１日現在の、まず小学生の

人数です。東能勢小学校の小学校１年生か

ら小学校６年生までで合計102名となってお

ります。それから小学生以外、ゼロ歳から

５歳までの子どもの数でございますが、50

名となっております。 

  以上です。 

（発言する者あり） 

○議長（管野英美子君） 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  失礼しました。もう一度申し上げます。

小学生の数が102名、それから中学生の数が

83名でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  大西政策監兼住民部長。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  私のほうからは小学生未満の子どもの数

ということでお答えさせていただきます。

町全体でゼロ歳児から５歳児までというこ

とで、ちょっと若干重複してる部分あるか

もわかりませんけども、東地区、全体では

332名、東地区だけですと、ゼロ歳児から５

歳児までで60名というような数字になって

おります。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  今、聞きましたら、やっぱり子どもの数

は減ってきてますわね。将来、子ども、ゼ

ロ歳児から５歳児までが小学生になったら、

ほとんど10人未満なると思いますわ。その

場合に小中一貫校どうなるんですか。維持

できまへんやろ。そやから、今のうちにほ
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んまに東地区に小中一貫校は必要かどうか、

再度考える必要があると思いまっせ。 

  それと、公共施設の再編計画あるけど、

これやっぱしてもらわないかん。せやけど

金がごっつい要りますわな。国の補助金も

大分あるか知らんけども。そのためにも先

ほどから言うてる、豊能町に金が入る方法

を考えて、小中一貫校もう一回、再度、一

遍ほんまに子どもの数と照らし合わせて必

要かどうか考えると、これも必要や思いま

すか。もしそれが減っていくから増やすと

思ったら、先ほど言うたように調整区域で

もどんどん、ほかの農地に影響ない限り家

建ててもうて、若い人が入ってきて子ども

の数を増やすということも必要やし、とに

かく、人口をとにかく増やさあかんし、金

も増やさなあかんし、今の日本の状況と同

じようになってると、豊能町それこそ限界

集落になってしもて国の管理になってしま

いますわ。それを考えて私は、平成14年に、

池田市と合併して、そういうことを解消す

るということで、そのときの町長と施策協

定までして合併しようということで、平成

16年の町長選挙に向けてやったところが、

初めはそないする言うてたけども、結局選

挙に入ったら合併反対で、合併つぶれてし

まいますわな。もうそのときから今の状況

も私、分かってたんですわ。箕面市やった

ら財政状況はええいうて言うたけど、平成

19年に箕面市単純な収支が赤字になってま

すわ。池田市はやっぱり大企業があるから

底力はおまんねや。そういうことをやっぱ

り考えて施策をしていく必要があると思い

まっせ。だから、高齢化率をもっと子ども

人を増やして下げて、日本の平均に近づい

ていくということも必要やし、あるいは小

中一貫校を東地区で作るいうことをもう一

遍考え直す必要がある。もし考えられなか

ったら、子どもの数を増やしていく施策を

せないかん。もう一つはやっぱり豊能町が

税収確保して、お金を入るように、例えば

戸知山でも宝の山や。上行ったりあっち行

ったら、山崩して石炭岩をとってセメント

してますわな。山崩してまんがな。あの辺

の山は宝の山ですわ。と同時に、豊能町も

真砂という宝があんねんから、それを利用

して何とか金が入る方法を考えられないか

ということを考えてみる必要がある。これ

やっぱり町長以下全職員の責任でっせ。の

んべんだらりと月に給料だけもうたらええ

ということで豊能町に来ておる職員なんか

もう首にしたらええねん。そういう気持ち

で行政に関わらんとあかんと思いまっせ。

そういうことも必要やということを提言し

ておいて私の質問を終わります。 

○議長（管野英美子君） 

  終わらないでください。１番目の③の東

地区の小中一貫校について答弁を。答弁が

ございます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  おはようございます。教育長森田よりお

答えさせていただきます。 

  いろいろな、今、豊能町が置かれてます

状況につきまして、御提案あるいは御意見

をいただいたところでございます。その中

で、東地区の小中一貫教育校、義務教育学

校のことにつきまして、少し私のほうから

御答弁させていただきます。 

  令和２年８月12日に総合企画教育会議を

開きまして、東・西地区にそれぞれ小中一

貫教育校、義務教育学校を令和８年４月に

開校しようということを決めました。それ

までの論議の中で、やはり教育委員さんか

らも、子どもたちの数が減っていく、そう

いう中で、１小１中にするか２小２中にす

るかと、これで相当議論したところでござ

います。それで、教育委員会としては、魅
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力ある学校づくり、義務教育学校を作って、

そして地域とともにある学校づくり、若い

世代を呼び込もうというふうなことになり

ました。ただ、それだけではやはり無理だ

ろうと。議員おっしゃるように、やはり町

として人口を増やしていく施策、子育て世

代をどんだけ転入を図っていくか、そして

子育て施策やっていかないと、今のまま何

もしなかったら、やはり存続は難しいとい

うことですが、そういうことを教育委員会

と町長部局が連携をし合って進めていくと

いうことで、先ほど申しました総合教育会

議で、両地区に小中一貫教育校、義務教育

学校を残そうとしたことでございます。今

のまま何もしなかったら、令和12年か13年

に100人を切るという状況が見込まれまして、

100人を切ってきますと複式学級の、これが

想定されてくるということでございますの

で、そうならないように、議員これまでい

ろいろな無償化のこととか言っていただい

ておりますけれども、そういうこともみん

なで考えていかなくてはならないなという

ふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  だから今、教育長が答弁いただいたよう

に、とにかく豊能町に人口を増やすと、増

やすためにはどういう施策をせなあかんと

かいうことをせんと、豊能町は限界集落な

ってしまいますわ。だから今のうち、今か

らでもええから人口増やす施策、町長考え

てくださいな、具体的に。これやったら増

えると。教育無償化もしたら増えるかもわ

からんし、戸知山の利用したら金が入って

くるかもわからんし、調整区域に家建てる

ようにしたら若い世代が入ってくるかもわ

からんし、そういうことを総合的に、人が

入ってきて金が入ってきて、豊能町はよう

なるんですわ。そういうこともやっぱり考

えていかんと、今後このままにしておった

ら先ほど教育長言われたように、もう将来

も潰れるの目に見えてますわ。それを平成

14年に私、考えて、池田市と合併して、す

るように進めてんけどもぱあになったから

ね。これもう今回、近年これは最後の考え

方でっせ。いうことで頼みますわ。以上で。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁はよろしいですか。 

○12番（川上 勲君） 

  よろしい。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、川上勲議員の一般質問を終わり

ます。 

  この際、議場換気のため暫時休憩いたし

ます。午前11時30分といたします。 

（午前11時17分 休憩） 

（午前11時30分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、小寺正人議員を指名します。 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ９番の小寺正人でございます。 

  ７月24日に開催されました７月議会にお

きまして、49号議案として補正予算が上程

されました。結果は、原案否決、修正案が

可決した。この件について質問いたします。

昨年度、国からの交付金を受けて８事業の

実証実験が進められました。この事業は、

３年間にわたり実証実験を実施することを

条件に、その報告書たるＫＰＩ、キーパフ

ォーマンスインジケーターと呼ばれるＫＰ

Ｉを提出を義務付けられていることから、

本年度も引き続き交付金を受けた８事業を

全てにわたる実証実験を行う必要があった

ということですね。その報告書たるＫＰＩ



 2－24 

を提出することが必要であると、議会では

何度も説明をされたわけです。また、実証

実験をしないで、実証実験しなければ当然

ＫＰＩの報告は提出できませんということ

ですから、国から受けた交付金の返還を求

められるという説明をされてきたわけです。

そうすると、これは豊能町として義務的予

算案ですよねと、こう考えるほかないわけ

です。そうすると重要な議案であったと、

それを理事者側は提案されたと、こういう

ことですよね。これで間違いないでしょう

か。確認お願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  去る７月の24日の臨時会で令和４年度の

スマートシティ推進事業の八つのサービス

の事業のＫＰＩを図る予算を総額3,000万円

で提案していただきました。これは３か年、

ＫＰＩの検証をしていく必要があるという

ことで予算を上げさせていただいたという

ことです。それについてはＫＰＩを行う必

要があるということで、国の補助を受ける

際の条件になっているということで提案を

させていただいたという次第でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  そうしましたら、否決された場合の話な

るんですよね。否決されたら、当然予算案

が否決されたら実証実験は実施ができなく

なる、こういうことになるわけです。実証

実験ができないということになるとＫＰＩ

の報告は提出できない、こういうことにな

るわけですね。そのＫＰＩの提出ができな

いということになると、実証実験のために

交付された交付金の返還を求められる、当

然そういうことになるわけです。豊能町に

とっては財政的に打撃を受けるということ

で、結果は豊能町の住民が不利益を招くお

それがあったと、こういうことですね。そ

れらを考慮すれば、この補正予算案はぜひ

とも可決する必要があったと。理事者側か

らいうたら、可決してもらわないと困ると

いう議案なんですね。しかしながら結果は

原案否決で修正案可決となったわけです。

このときにこの議決に対して、町長には拒

否権というのがあります。町長には再議を

付すことができる正当な理由があったわけ

です、これにはね。そうですね。それ間違

いないかどうか、もう一度確認したい。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  地方自治法第176条の第１項では、再議に

再議の規定がございます。これは一般拒否

権ということで行使をして再議に付すとい

う制度はございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  それで、義務的予算を否決されたわけだ

から、町長はすかさず拒否権を使って再議

に付すべき事案であったと私は思うわけで

す。そうすると、再議に付されたというこ

とになると、議会はちゃんとした理由があ

るわけやから、受けざるを得ないわけです

よね。そして議会は再びこれを議題として

審議して再度議決することになると、こう

いうことで間違いないですよね。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 
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○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  この地方自治法176条第１項の一般拒否権

の行使でございますが、再議に付す場合は、

修正された議案全文を再度お諮りして、再

議の御審議を理由を付してお願いするとい

うように理解をしております。その上で採

決を取っていただいて出席議員の３分の２

以上のまた同じような同意がありましたら、

その修正議案は効力を確定すると、そのよ

うに理解をしております。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  今、入江総務部長がお話されたとおり、

再議の議決には出席議員３分の２以上の同

意が必要です。今回は出席議員が12名です

から、中立的な立場にある議長は表決に加

わることができないということで、議決を

できる人は11名、こういうことになるわけ。

11名の３分の２以上、計算すると7.33票の

同意が必要であったと、こういうことです

ね。逆から見ると11名の３分の１以上3.66

票があれば、町長の提出原案が可決できた。

こういうことでよろしいですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  再議についていろいろと調べました。そ

れでもし３分の２以上の出席議員の同意が

得られないということでございましたら、

それは議決の効力を生じない。これは原案

も修正案も効力を生じない。その場合は、

再度新たな提案として予算を出す必要が生

じます。そのまま何もしなければ原案、修

正議案とも廃案になると、こういう理解を

しております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  再議に付すことができたという話ですよ

ね。これは町長に与えられた拒否権なので、

町長しか提案はできない。これは間違いで

すよね。なぜそれをしなかったという話に

なると、義務的な費用の予算案ですから、

これができることになってるんですよね。

何でもできるんじゃなしに、もう限られた

もんですけど、今回は義務的な費用の予算

案の提出だからできるんですよ、まず。こ

れをしなかったことによって、ひょっとし

たら住民に不利益を被ることがあるのでは

ないかと考えた町長は、その拒否権を行使

してもう一回考えてくださいよと、やり直

してくださいよってやれたんですよね。そ

れをなぜしなかったのかという疑問がある

わけです。これは町長しか答えられないの

で町長の御答弁をお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  今回の件につきましては、議員おっしゃ

いますように再議に伏して再度御審議をい

ただくということも可能であったと考えて

ございますが、今回につきましては議会が

出されました結果、これを真摯に受けとめ

させていただいて今後の対応をしていくと

いう判断に至りましたので、再議に付すと

いうようなことを求めなかったということ

でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  できるのにしなかったんですよ。今のお



 2－26 

答えから言えば、しなかった。この議案が

可決されなかったことに対してＫＰＩの報

告書を提出しなくてもよい理由にはならな

いと大阪府から言われて、８月22日に大阪

府に呼ばれたと、こういうふうに聞いてお

ります。大阪府から同じことを聞かれたの

かどうか、ちょっと御答弁ください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  今回のその臨時議会の結果を踏まえまし

て、大阪府のほうに、臨時会以降２度ほど

御相談に行っております。ＫＰＩが計測で

きるものとしては、現在予算がなくても計

測可能なＫＰＩも若干ございますが、モビ

リティ、ヘルス、見守りの三つに係るＫＰ

Ｉに限られると認識しております。大阪府

から交付金の交付要件、交付の趣旨を踏ま

えると、予算が認められていない五つのＫ

ＰＩについても計測に向け努力する必要が

あるのではないかということを御指摘をい

ただいております。ＫＰＩ計測ができない

もののうち予算のない中でもできる方法は

ないか改めて検討するように御協議いただ

いているところでございます。今後、議会

でいただいた意見も踏まえまして、予算が

ないサービスのＫＰＩの取扱いについて府

と協議していきたいと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  この議会をオンラインで配信されており

ますので、注意深く見ていた人がたくさん

おられたという話を聞いております。その

中でも今一緒にやっているＯＳＰＦ、大阪

スマートシティパートナーズフォーラム、

参加している人たちがこれを見て、どうい

う意見とか、抗議とか、そんなん町にして

こなかったんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  抗議といいますか苦情的な件数について

は承知をしておりませんが、サービスが提

供されないのかどうかというお問合せは各

サービス若干あるというのは担当のほうか

らは聞いております。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  昨日ちょっと私はそれをとりに夕方来た

ときに、これを担当している課長さんとば

ったり会いまして、大変やねと、頑張って

やという話をちょっとしました。とにかく

これは２月に急に決まった。とにかく国の

施策に応募するためにとにかく休みも何も

返上してやったと言うてはりましたわ。だ

から僕、あなたは理科系の人ですかって言

ったら、いやそうではありませんとかおっ

しゃってたけどね。私が言いたいのは、フ

ァーストペンギンじゃないのと。大阪府で

初めて採択されてんねやから。ファースト

ペンギンという言葉、どう理解されます。

どっちに聞いたらいいのかな。ファースト

ペンギン。わからないことですよ。ファー

ストペンギンってのはこれ、わからない人

はまたインターネットで、スマホでも引い

てもらえばすぐ出てくると思いますけども、

最初に海に飛び込む勇気あるペンギンを指

しています。この人が飛び込まんと後ろの

団体飛び込めない。そういうことを意味し

てるわけ。この勇気ある行動を起こしてる

ファーストペンギンの芽をつむっていうか、

たたくと、やっぱり前へ進む人は出てこな
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いという。豊能町にとってはいいことはな

いわけです。一生懸命やってくださった、

今もやってはるんだろうと思いますわ。フ

ァーストペンギンをたたくんじゃなしに、

温かく見守って育てる余裕を持ってほしい

と思うんですが。町長はどう考えますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  今、ファーストペンギンというような言

葉をいただいて、職員でも今までの経験し

たことのないことについても、勇気を持っ

て一歩前に進めるというようなことのでき

る職員をしっかりと育てなさいというよう

なことだと思います。そこはそのとおりだ

と思います。今後も、勇気を持って前へ進

む職員、これをサポートしながら進めては

いきたいと思いますが、しかしどのような

ところに飛び込むかというのはしっかりと

精査しながら進めていかないと、荒波に放

り込むわけにいけませんので、そこは十分、

我々理事者側がしっかりと見させていただ

いて、その勇気をたたえながら進めていく

ということをさせていただきたいなと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  重要な議案であったので、何とかクリア

していかないと、本当に国のほうから何ら

かの制裁を受けるような気がしてならない

わけですよ。まだもってきてないですよね

って、いつ出したんですかとかとぼけたよ

うな返答して、実際にはあなたがそれ出し

てへんから受け付けませんと言うてんのと

一緒ですわ、そんなこと言われたらね。そ

んなことが起こらないように、やっぱりや

っていく。町長として地位を引き継いでる

から、もうやらざる得へんわけです。そう

いう立場に今、上浦町長はおられるわけ。

住民の方からしても、行政に詳しい人が、

もうしゃあないねん。これはやらんとしゃ

あない事業やから、私たちが賛成したこと

に対してすごい理解を示していただいて、

そういうあれも報告しておきます。 

  それで次に移ります。７月に入って中古

車販売大手のビッグモーター社というのが

一斉にいろいろ取り上げられた。保険金不

正請求から事を発して、端を発して、パワ

ハラ事件やとか、街路樹枯れ葉剤散布事件

とか、もう何かいろいろな法令違反、いろ

いろな悪いこと、悪事って言ったらいいの

かもしれないけど、これが報道されたわけ

です。僕らも見てて、毎日のように入って

くるんですよ。インターネットの中でも入

ってくる。テレビ見ても出てくるし。あれ

はもう、かつて類を見ないほどひどい会社

やなと。あんな大きな、川西市鼓が滝銀橋

の横にできてるあの立派な建物を見て、そ

ういうことをやってる会社なんだねと。と

んでもない会社だったんだねと。僕らは衝

撃受けたんです。知らないから、ビックモ

ーターいう会社そのものも全然取引もして

へんし知らないけど、あそこにおって立派

なもんができたんだねという意識しかなか

ったところにそれが出た。よいところを探

しても見当たらへんですよね。要するにブ

ラック中のブラックな会社、そういう世間

一般の認識やと私は思います。もはやこの

ビッグモーターの社名のままで会社の存続

は多分できないと思います。それで僕らが

見てて、いろいろ見てて、テレビとか見て

て感じることは、消費者庁の大臣が出てき

て記者会見してる。国交省、それから金融

庁、各大臣が記者会見している、３大臣が

記者会見で応じてる異例なことが起こって

ると。やっぱりもうこの豊能町としてほな
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何ができんのっていったって、やっぱり高

齢者はだまされやすいから、それを何とか、

消費者、弱者の消費者を何か守るような対

策は取れてるんかなと思うんですよ。もう

これ町としても取れてるんですか、そうい

う弱者対策っていう。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  高齢者等がだまされ犯罪被害者にならな

いための対策というようなことだと思うん

ですけれども、本町におきましては、大阪

の消費生活センターなどの関係機関と連携

しながら、そういった事案に対応している

ところでございます。役場内の対応としま

しては、生活人権相談窓口を初めとする窓

口を設置しており、内容を特定せず広く相

談を受け付けることで、被害の未然防止に

努めているところでございます。また、複

雑・巧妙化する詐欺事件等につきましても、

警察との連携や、連携しながらたんぽぽメ

ール等による迅速な周知や、民生委員それ

から福祉の方々とも連携を図りながら、国

民生活センター情報などのチラシ配布や広

報、ホームページの周知を行い、被害の防

止に努めているところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  一応消費者センターかな、あれは国がや

ってるのかなだまされやすい高齢者、消費

者、この人たちを守っていくような対策で

すよね。豊能町先ほど川上議員の質問中の

高齢者率、48.89％おっしゃった確かねこれ

を何とか守っていく、町の安心・安全のま

ちづくりを考えていかないといけないんじ

ゃないのかと、そういうことを思ってるわ

けです。町が財政破綻しないような現実的

な政策を心がけて、地道な政策をとってい

くことをどう考えますかね。大きなことを

考えるよりもうちょっともう現実味のある

話をしたほうがいいのではないかという。

どう考えますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答えられますか。 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃいますように、高齢者の中

には、古くからといいますか、近年、振り

込み詐欺も含めて、だまされる方もままお

られるいうようなことで、ビッグモーター

からの話でずっときておるんですけれども、

私が町長になるときには、誰もが安心して

住み続けることのできる町、これを作りた

いというようなことを申し上げております。

ですので、最後は私は人と人と思っており

ます。今、議員がおっしゃいましたように

地道に人と人のつながりをしっかりと持っ

て、高齢者を一人にしない。そこにいろい

ろな情報をしっかりとお届けするというよ

うな政策をこれから、ちょっと勉強しなが

ら進めていけたらと思ってございます。よ

ろしくお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  次に移りたいと思います。 

  中国の大手の不動産会社が巨額の債務不

履行とか、巨額の債務超過などを起こして

いることがあります。ニュースに出てきて

います。中国経済が不況の中で何か悪化し

ていってるという、そういう報道がされて

いると。世界の先行き、世界経済の先行き

がもうどんどん不透明になっていく中で、

ロシアのウクライナ侵攻、これも依然とし
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て終結などの見込みが立たないまま状態が

続いていると。世界情勢が混沌とする中、

エネルギー価格や食料品などの様々な物価

高騰を招いていると。引き続き、人件費、

資材の高騰などによって建設費も上昇して

いるように何か報道されています。本町の、

僕らが心配しないといけないのは、本町の

学校建設費も当然その影響を受けているん

じゃないかというのは容易に推察はされる

わけですよ。大丈夫なんかと。当初計画し

ていた35億円、この金額は、当然下がるな

んてことはないんやから、どれぐらい上が

っていくと試算しているのかということで

すよ。どれぐらい見てるんですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  義務教育学校の建設費につきましては、

物価上昇もしくは資材の高騰や人件費の高

騰による影響を受けていることは確かでご

ざいます。建設費につきましては、現在、

実施設計を進めているところであり、正確

な経費はまだ算出できていません。ただ工

事の内容等を工夫して、当初の計画どおり、

東西地区合わせて35億円の範囲内で実施で

きるよう、現在検討を進めているところで

す。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  35億円を守りたいと、こういうことです

よね。もう何回も一般質問で聞いてるけど、

何か進展してるようなあれが感じられない

んだけど、本当に大丈夫なんですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  義務教育学校につきましては令和８年４

月からの開校を目途として現在進めており

ます。令和６年度、７年度の工事に向けま

して、今現在令和５年度実施設計を進めて

いるところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  聞いてるのは、質問してるのは、何月、

令和８年の４月に開校するように進めてい

ますと、今答えられてる、心配してんのは

お金ですね。財政はちゃんともつんですか

という話で聞いている。大丈夫なんですか

と聞いた。そのお金大丈夫なんですかと聞

いてるので、それは大丈夫なんですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  人件費や建設資材の高騰に伴う建設費の

増加につきましては、この学校建設に対し

て非常に大きな影響がございます。これに

つきましては、当然私どもの中でも補助金

であるとか起債を財源として考えておりま

す。学校施設整備に係る国庫補助金の単価

かさ上げにつきましても、大阪府を通じて

国へも強く要望をいただくようにお願いを

しております。本事業を進めていくに当た

り、実際に町が負担することとなる財源に

おきまして、当初計画どおり何とか過度な

負担にならないように、財政部局とも十分

協議をして行っていく必要があると考えて

おります。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  何度も質問して恐縮ですけども、あの35

億円、当初計画してたんですよね。それで

できるんだったら心配要らんという、そう
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いう論法じゃないんですか。それはそこで

収まらん可能性があるから大丈夫ですかと

何度もお聞ききしているわけです。どっか

の市役所、最近できた市役所は何か150％ぐ

らいででき上がったと聞いてるから心配し

てるんです。もう一度聞きたいと思います。

その35億円、大丈夫なんですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  すみません、先ほどの答弁と重なってし

まうところもございますが、現在実施設計

を進めているところでございます。まだ正

確な経費は算出できていませんが、当初の

計画どおりに何とか東西地区合わせて、そ

の35億円の範囲内で実施できるように、現

在今設計を進めているところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  とにかく35億円守りたいと、そういうこ

とですね。町長に、ちょっとお伺いしたい

ということで、ちゃんと通告はしてると思

うんですけど、企業運営、ヒト・モノ・カ

ネとかの経営資源と呼ばれるヒト・モノ・

カネ、この順番が、ヒト・モノ・カネとい

うのが普通の言い方なんですよね。普通の

言い方、どれも大事なんですよ。どれも大

事だけど、いや企業運営上ではカネ・モ

ノ・ヒトやいうコンサルもいてはるみたい、

出てくるんですよ。運営上、町政の運営上

の責任者である町長としては、上浦町長の

考え方ですよ。どっちが大切だと思われま

すか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  今のその三つでございましたら、ヒト・

モノ・カネという順番だと考えてございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ヒト・モノ・カネ。これは多いんですよ、

実はね。カネ・モノ・ヒトっていうのは少

ない。ここでヒトですけど、ヒトっていう

のはどういう人を指してる、今おっしゃっ

てると思われてます、このヒトっていうの

は誰のことですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  人材だと考えでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ヒトっていうのは企業運営上の話だから、

ちょっと公営の首長の話じゃないかもしれ

ないけど、ヒトっていうのは一番トップの

人のことや。その人の考えによって皆動い

てるから、一番大事なヒトは、いろいろな

部下もいろいろおるんですよ。そやけど一

番大事な人はトップの人のことを指してる

らしい。カネはわかりますよね。カネは何

とかわかると思います。モノっていうのは

どんなものを指してるんですかね。これは

要するにヒト・カネ以外を指してるらしい。

だから、目に見えなくても、システム、こ

んなのもモノに入る。だから、いろんなも

のを指してるので、町長としてやっぱり企

業のトップと同じような認識が必要と思い

ます。これは勝手にしてたら勝手になるも
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んじゃないから、そういうことを意識しな

がらやっぱり運営する必要があるのではな

いかと考えて、答えのない、多分、これは

問いなんですよ。これはもう事前に言うて

ある。だから禅問答みたいなもんかもしれ

ないけど、考え方はどういう考え方ですか

と聞いただけ。 

  次に最後の、熊本県が推進している基本

理念、県民総幸福度最大化、県民総幸福量

の取組について一応皆さんに資料だけはお

渡ししました。せっかくコピーしたので、

全員にお渡したと思います。これ見ていた

だいたらわかりやすく書いてあると思うん

ですけど、11年前だったかな。ここにおら

れる川上議員、私と、もう引退された平井

議員３人で、県庁まで行ってお話を聞いて

きた。だからそっからいうと11年たったか

な。もう１回見たんですよインターネット

で。随分進化してるんですよ。それが数量

化してる。定性分析から定量分析に移って

いってるんですよ。それがここにあるその

４枚の資料となっている。その中で構成と

しては１ページ、①って書いてるところの

一番上、これを見たらわかりやすいと思う

んですけど、要するに、幸福を何で感じる

かというところから始まってるんですね。

いろいろなところを僕らも視察しましたけ

ど、ここが一番進んでるなと思って皆さん

に御紹介してますけど、夢、希望、夢を持

ってるっていうあれが結構出てくるんです。

次に誇りがあると。これも出てくるんです

って。みんな考えているのは経済的ななん

て、これはもう誰でもそうやと思うし何も

否定する人も誰もいないと思いますね。将

来に不安がないと、これも多分問題ないと

思いますけど、ここで町政を運営する責任

者である町長はこういう分析をして、分析

されてるから、表になったりしてるので、

一応勉強する価値があるのではないかと。

これを見て、何もお金かけたからよくなる

とか、そうじゃどうもなさそうや。誇りを

持てるまちづくりっていうのは考えてみた

ら、意外といい町政ができるような、私は

気がするから、書いて、事前にもう何日も

前には渡してるので、どう考え、どう感じ

ますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  まち・ひと・しごとでしたかな、のとき

もシビックプライドということで、町に対

する誇り、地元ふるさとに対する誇りって

いうのは非常に大事だというところも書か

させていただいておると思います。今回の

総合計画の中にも書かさせていただいてる

と思います。議員おっしゃいますように、

地元愛、地元を誇りに思うこと、ここが原

点だと思っておりますので、引き続き、子

どもたち、特に子どもたちといいますが全

年齢なんですけども、教育も含めて、それ

から地域におられるお住まいの、豊能町に

お住まいの、皆様方にシビックプライドを

持っていただけるように取り組んでいけた

らと思ってございます。よろしくお願いし

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ぜひこういう考え方もあって、割と昨日、

ぱらぱらっとインターネット見たら、割と

やっぱり評価されてるらしいです。蒲島郁

夫知事なんですけど４期目に入ったとか聞

いて、すごい人なんだなと改めて思いまし

た。何か農協出身の人らしいですけど、ア

メリカへ研修旅行行って、何か目覚めるこ

とがあったと。日本に帰ってきて大学へ行



 2－32 

って、何か東大の教授までなりはって、今、

熊本県知事をやってはるという、何か特異

な経歴を持ってるらしいです。それは10年

前から聞いてるけどね。ぜひ、僕が言いた

いのは定量化に取り組んでるというところ

をね。定性分析じゃなし定量分析をぜひや

る方向を考えてみられたらいいのではない

かと思ってるわけ。どうですか、いかがで

すか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  私どもの豊能町になじむものかどうかと

いうところも含めて、今後ちょっと勉強さ

せていただけたらと思います。よろしくい

たします。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  これで私の質問をしたいと思います。あ

りがとうございました。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、小寺正人議員の一般質問を終わ

ります。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は、

13時10分といたします。 

（午後０時13分 休憩） 

（午後１時10分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、吉田正子議員を指名いたします。 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  議長より御指名をいただきましたので、

３番・吉田正子、９月の一般質問をさせて

いただきます。 

  最初に、教職員不足について質問させて

いただきます。現在、全国の学校の中には、

必要な教職員人数が確保できず、授業が自

習になったり、学級担任がコロコロ変わっ

たり、時には教頭先生が授業を担当するこ

ともあるそうです。生徒たちの学びにおい

て、教育の質の低下など深刻な影響が出か

ねない状況です。知識を持った担任教師に

よる授業が受けられるという仕組みは、義

務教育の理念に基づいて全国一律で保証さ

れるはずですが、全国の自治体の中には全

てがそのようになっていません。予想した

よりも深刻な影響が全国の生徒たちに広が

っています。本町の場合、現状はどうでし

ょうか、お伺いいたします。この５年間で、

小中の教職員が何人退職されたか、お尋ね

いたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  令和元年度から令和５年度までの５年間

で、定年退職者が13名。自己都合退職者が

５名の合計18名です。なおこの数には再任

用後の退職者は含まれていません。また、

今年度末の自己都合退職者はまだ把握して

おりませんので含まれておりません。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  それでは、現在の教職員の人数の実情、

臨時教師の確保などどうされているのかお

聞きいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  小中学校の教職員、府費負担教職員は、

小中学校の学級数により、大阪府の小学校

中学校教職員定数配当表に基づき配置され
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ています。また、研究内容や課題に対応す

るため、加配教員が配置されます。令和５

年度につきましては、小学校68名、中学校

38名が配置されており、合計106名のうち欠

員補充枠として11名の講師を配置していま

す。そのほかにも、病気休暇や産休育休者

の代替期限付講師、首席軽減や育児時間の

補充となる時間講師も配置しています。ま

た、中学校の教科調整などのために、町費

負担の時間講師も２名配置しています。各

市町とも、教職員の異動・配置は年度末に

行い、新しい教職員体制で新年度が始まり

ますので、講師の確保については、講師と

の接触が可能となる２月初めから時間をか

けて行っています。講師が見つからない場

合は、他市町の教育委員会、大学やハロー

ワーク、退職した教員などに幅広く声かけ

をしています。また、町のホームページや

広報誌でも講師募集の案内を行っています。

産休・育休、病気休暇者の代替講師につき

ましては、申請があれば配置するための作

業に取りかかるところです。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  丁寧なお答えありがとうございます。教

職員の働き方改革など問題は多くあると思

うが、その取組が実施されているのか及び

具体的にどのような取組が行われているの

か、お伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  働き方改革の取組では、教員の負担を軽

減し、教師一人一人の授業準備や自己研鑽

などの時間を確保するとともに、児童生徒

に丁寧に関わりながら、質の高い授業や子

に応じた学習指導に取り組んでいただく環

境づくりに努めています。具体的な働き方

改革の取組を申し上げますと、まず、留守

番電話の導入、これは令和元年度より順次

導入し、令和２年度から全国で導入してお

ります。基本的に、午後６時から翌日の午

後８時までの間は、学校への電話につきま

しては留守番電話の応答をすることとして

おります。 

  ２番目に、ノークラブデーの実施、これ

につきましては、活動時間、クラブ活動の

時間を平日２時間以内、休業日３時間以内

とし、平日は１週間に１日休むこととして

おり、土日のどちらかも休むように、ノー

クラブデーを実施しております。 

  ３番目に、夏季休業期間中の学校閉庁日

の導入です。夏季休業期間中の８月13、14、

15日の３日間を学校閉庁日として、教職員

は全員休暇を取得し、学校を閉庁していま

す。平成30年度に試行的に実施し、令和元

年度より本格実施しています。また、令和

３年度から閉庁日が学校休業日に重なる場

合には平日に振り替えることとしておりま

す。例えば今年度、令和５年度は８月の13

日が日曜日であったため、８月10日の木曜

日に振り替え、8月10日から15日までを学校

閉庁日といたしました。あとは事務処理の

軽減策として、校務支援システムを平成30

年度に導入しております。これにつきまし

ては、成績表であるとか指導要録の様式の

共通化及び児童生徒の出欠管理を電子化す

るなどにより業務の効率化を図っておりま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  確認させていただきたいんですけども、

留守番電話とありますけど、アプリとかそ

ういうので連絡するいうことはなされてな

いんでしょうか。アプリのメールアドレス、
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メールからというのは、そういうのはされ

ていないんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  学校にはそれぞれメールアドレスがござ

いますので、メールによる連絡は取れるか

とは思いますけれども、基本的にそういう

電話にかかる手段としてはなかなか機能す

るかどうかは難しいところであると思いま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  それでは次の質問にいきます。 

  長時間の多様勤務により、教職員のうつ

が全国的に増えていいるとお聞きします。

本町では少しでも負担を軽減するために以

下のことを提案します。全ての学校におい

て水泳事業をシートスに委託してはどうで

しょうか。水道代も大分かかりますので、

いかがでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  スポーツセンターシートスは、現在指定

管理事業により株式会社東京アスレチック

クラブが運営し、各種教室などを行ってお

ります。数年前から、吉川小学校のプール

が老朽化のため施設の利用ができないため

に、シートスを利用し、水泳事業を実施し

ています。しかし、それにつきましては、

場所を借りるだけで、シートスの職員によ

る指導を受けているものではありません。

水泳の授業も、学習指導要領に学年に応じ

た授業内容が掲げられており、学習指導要

領に沿った指導ができる職員や指導者がシ

ートスに在籍し、指導できる時間があれば

可能かもしれませんが、シートス、現在、

ほかの利用者さんがたくさんいらっしゃい

まして、そのシートスを利用するほかの利

用者さんとの調整ができないために、指導

できる職員の確保が難しく、現在は、シー

トの休館日であります月曜日を活用し、場

所だけを借りて実施しているところでござ

います。また、シートスまで移動しなけれ

ばならないその移動面であるとか、もしく

は時間割、学校の運営面を考えると、現状

では全校で実施するというところは難しい

であると考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  重ねてお尋ねします。来年から、光風台

に小中一貫校がまいりますので、プールの、

校庭避けたりすることも考えて、どうでし

ょうか。もう一度御提案したいと思うんで

すけど。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田議員、光風台に来るのは吉川中学生

なんですけど。 

○３番（吉田正子君） 

  吉川中学校の方たちも来る。 

○議長（管野英美子君） 

  そういうことですか。 

○３番（吉田正子君） 

  そうです。それでお答えよろしくお願い

いたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  議員おっしゃられたように、来年度から

義務教育学校整備までの間、光風台小学校

に吉川中学校の生徒が通うこととなります。

今まで光風台小学校の児童のみで使ってお
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りましたプールにつきましても、小学校・

中学校とともに、児童生徒が利用すること

になると思います。時間割等の関係により、

どこまでそのプールが有効活用できるかに

つきましては、今現在、学校と調整中でご

ざいます。シートスの利用というのも視野

に入れて、シートスも含めて利用可能なの

かどうか、これから検討をしていく予定で

ございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  それではよろしく御検討お願いいたしま

す。 

  それでは次の提案させていただきます。

他自治体でも既に実施されているテニス、

陸上などの外部スポーツを適宜、専門の外

部委託員にしてはどうでしょうか。費用は

発生するが、生徒たちの教育の質の低下は

避けるべきではないでしょうか。お尋ねい

たします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  現在、スポーツ庁におきましては、令和

５年度以降、土日休日の運動部活動の段階

的な地域移行を図るとともに、休日の運動

部の指導を望まない教師が部活動の指導に

従事しないこととする方針を示し、今年の

６月、有識者による運動部活動の地域移行

に関する検討会議による提言が取りまとめ

られました。この中で、少子化と学校の働

き方改革の視点から、持続可能な運動部活

動について提言をされています。提言では、

令和５年度から令和７年度の３年間を目途

に、休日の運動部活動から段階的に地域移

行をすることを基本としています。文化系

クラブ活動についても、文化庁の有識者会

議で、スポーツ系クラブ活動と同様の提言

が示されています。しかし、地域でのスポ

ーツ活動を支えるには、地域での新たなス

ポーツ環境の具体的な検討であるとか、地

域でのスポーツ指導を望む教員の兼業、兼

職の運用の考え方の整理、新たなスポーツ

環境に必要な経費や人員などの検討、会費

負担とスポーツ安全保険への加入の検討な

どの検討課題があります。今後、スポーツ

活動についてはスポーツ庁において、文化

部の活動については文化庁において、諸制

度の見直しや必要な施策を検討し、令和６

年度以降の予算化を目指しています。その

動向を見ながら、大阪府教育庁などを通じ

て通知等を参考に今後検討していきます。

また、両中学校区の学校運営協議会におい

て、学校活動の支援について協議する場を

設けておりますので、教員の負担軽減につ

いても御意見をいただくとともに、地域で

の活動としての対応を検討していければと

思っています。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  これからの対応を期待いたします。 

  それでは最後の質問、教職員の心のケア

サポートの体制はできているのか、お伺い

いたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  教職員の心のケアサポートにつきまして

は、まず教職員が加入しております公立学

校共済組合が提携している病院でメンタル

ヘルス相談を行っており、教職員について

はお知らせをしているところです。また、

町の職員を対象として契約しているクリニ

ックのメンタルヘルス相談につきましても、
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本町の教職員も活用できることになってお

ります。さらに、両中学校にはそれぞれ１

名ずつ週１回程度、各小学校においては２

名体制で月１回程度のスクールカウンセラ

ーを配置しております。また、スクールソ

ーシャルワーカーにつきましても４名体制

で各小学校に月１回程度勤務しています。

各学校の教職員については、これらの専門

職員にも相談することが可能となっており

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  わかりました。 

  最後に、全国の教職員の悲鳴を紹介しま

す。病気や出産、育児などで欠員ができた

ときに代わりの先生がいない。部活の引率

などでとにかく休みの日がない。昔と比べ

て仕事量が増えた。保護者からの要望も厳

しくなり、プレッシャーが大きくなった。

教頭先生が理科の授業をしていた。子育て

をしながら先生が続けられるか不安。生徒

にすらブラック企業と言われた。これはほ

んの一例です。これが今、国内の先生の現

状だと思います。願わくば、豊能町独自の

努力で働きやすい職場をつくり、教職員が

将来に向けて希望が持てる労働環境をつく

られ、教職が魅力的な仕事と世間から思わ

れるように、そして、他府県から豊能町で

働きたいと選ばれるように、それが生徒の

教育の質の高さにつながると重ねて要望い

たします。以上で教育職員不足についての

質問を終わらさせていただきます。 

  続きまして、人口減少について質問させ

ていただきます。少子高齢化の問題は、全

国にもいよいよ待ったなしの状況であり、

これからの日本は本格的に少子高齢化と生

産年齢人口減少社会を迎えます。現在、若

者の多くは都市に流出していると言われて

おりますが、地方に住む高齢者において、

交通の利便性、福祉の面で充実を求めて都

市のほうに転出する人が増えています。自

治体の住民減少は税収入に影響を及ぼす重

大なことであり、その結果、公共サービス

の低下及び運営自体が危ぶまれることは周

知のとおりです。 

  それでは質問させていただきます。本町

の過去５年間の人口推移と将来予想の所見

をお伺いいたします。よろしくお願いいた

します。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  本町の過去５年間の人口推移につきまし

ては、年度によって減少率に差がございま

すが、過去５年といいますのは平成30年度

から令和４年度の年度末の人口で比較して

おります。年度によって減少率に差ござい

ますが、多い年で403人、少ない年で243人

減少している状況でございます。過去５年

間を合計しますと1,253人減少している状況

でございます。 

  また、町の将来人口につきましては、人

口ビジョンにおきまして本町の総人口は減

少傾向にございます。年少人口及び生産年

齢人口の減少と老齢人口の減少の増加等な

どにより少子高齢化が進行しておるという

状況でございます。本町の将来人口につき

ましては、転出数や出生数が現状と変わら

ず推移すると仮定した場合でございますが、

令和12年度には１万4,463人。令和42年度に

は4,647人というような予測は、これは前回

の総合計画の際に推計で出ておるところで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 
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  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  わかりました。本町の人口減少、生産年

齢の減少に、その理由と、いかに立ち向か

われるかをお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  先ほど言いました人口の減少の増減を分

析しておりますが、例えば転入転出あるい

は出生死亡という視点で分析をいたしまし

た。いずれにしても減少傾向にはございま

すが、特に転入転出の減少もございますが、

出生死亡、この差が結構顕著に出ておると

いうところでございます。ちなみに平成30

年度から先ほど令和４年度の年度末の比較

でございますが、出生死亡の差は約200人前

後減少がずっと続いておるというような状

況が見てとれます。転入転出のほうはちょ

っとばらつきがございます。多いところで

は200人を超える減少もございますが、少な

い年度では30人程度の増減というところも

ございますが、出生死亡の減少率の差が大

きく人口の減に影響している状況と分析を

しておる状況でございます。 

  あと、この減少傾向にいかに対応するか

というようなお尋ねもあったと思うんです

が、若い世代を中心とした転入の促進を行

うことが人口減少に歯止めをかけるために

取り組んでいかなければならない課題であ

ると認識しております。令和５年３月に策

定いたしました第２期まち・ひと・しごと

の創生総合戦略では、人口の減少を食い止

めるために子育ての充実や定住移住の促進

などに取り組むこととしております。子育

てでは妊娠期から切れ目のない子育て支援

体制の充実あるいは子育て家庭の交流、つ

ながりづくりなど、子育てしやすい体制づ

くりを行うことや、教育の付加価値を向上

を目指して、令和８年度の義務教育学校開

校に向けた施策を進めるなど、地域ととも

にある学校づくりを進めているところでご

ざいます。また、定住移住促進では、これ

までの住まいの相談窓口や空き家バンクの

設置に加えまして、空き家の流通をさせる

相談会などにも取り組んでいるところでご

ざいます。今後も引き続き総合まちづくり

計画とも連動した取組を着実に推進するこ

とで、子育てしやすいまちづくりに向けた

出生率の向上あるいは空き家活用の促進な

ど、定住化施策を進め、様々な取組を総合

的に展開していきながら、転出の超過を抑

制し人口減少を少しでも遅らせることがで

きるよう、取組を進めていきたいと考えて

おります。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほど転出とかそういうことを説明いた

だきましたけども、転出される方にアンケ

ートとか、そういうことをやられてるんで

しょうか。また転入の方にもどうしてこの

町を選ばれたとかいうアンケートはとられ

ているのでしょうか。もし、答弁よろしく

お願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  現在、提出される方あるいは転入される

方に、どのような理由で転入転出されたの

かというところまで、アンケートはちょっ

と聞けていないという状況でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  暫時休憩いたします。 
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（午後１時37分 休憩） 

（午後１時39分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほどやってられない、以前はやってら

れたけど今はやってないというお聞きしま

したので、やはりそういうところ、やっぱ

し大切だと思うんですよね。それがわかれ

ばこれからも人口減少を少し止めることに

なるかもしれないので、職員の方には負担

になると思うんですけども、アンケート用

紙ちょっとつけていただいて、そういうこ

とを検討またよろしくお願いいたします。

これは提案させていただきます。 

  それでは質問重なると思いますけども、

我が子の教育及びしっかり育てたい、住み

続けたいと親が望む町になるための子育て

の一番大事な政策は何かをお伺いいたしま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  先ほど答弁と重複するかもしれませんが、

一番大事な施策というのは、人によって見

方も異なりますのでこれが一番というのは

なかなか決めにくい状況かと思います。

様々な施策を重層的に取り組んでやってい

かなければならないのかなと思っておりま

す。親が教育してしっかり育てたい、ある

いは住み続けたいと望むためには、まず安

心して出産でき子どもが健やかに育つこと

ができる環境を形成するための取組が必要

だと考えております。施策としては子ども

のために充実した保育のための多様なサー

ビスの提供や、妊娠から子育ての相談サポ

ートができる体制づくりや、多様な教育ニ

ーズに応えるための取組が必要だと考えて

おります。総合まちづくり計画においては、

保幼小中一貫教育を実践することで、就学

前から一貫した保育教育を通じて一人一人

が社会を生き抜くための力を身につけるこ

とを目標としております。また、子どもた

ちの健全育成を地域と学校が連携して行っ

ていくことで、地域とともにある学校づく

りを目指していくことも進めております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほど答弁いただいたのと重なるかもし

れませんけど、四つ目の質問、結婚・妊

娠・出産・子育ての各段階に応じた切れ目

のない支援の取組は現実に実行できている

のか、再度お伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  先ほど総論的に総務部長のほうからお答

えをしておりますけれども、私ども保健福

祉部におきまして、今御質問いただいた点

についてお答えをしたいと思っております

のでよろしくお願いいたします。 

  豊能町総合まちづくり計画におけます私

どもの町に事業課題でございます少子高齢

化対策につきましては、先ほども御説明ご

ざいましたとおり、様々な施策を打ち続け

ておりまして、生産年齢、子育て世代の転

入を促すことが求められてございます。本

町のような人口規模におきまして、公共交

通の利便性や、その他におきましても不利

な状況がございますため、特徴や強みを活

かすかした取組が必要であるとしておりま
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す。このような中で、本町では、出生数が

少ないからこそ可能で、きめ細やかな事業

を実施してございます。具体的には、子育

て支援センターすきっぷと、子育て世代包

括支援センターにおきますセンターのはぐ

はぐを中心に、保健福祉センターの母子保

健担当と連携しながら、出生から４か月ま

での乳児の自宅を訪問するすくすく訪問や、

産後ケア事業４か月から１歳半までのはい

はい訪問など、各種支援事業を展開してご

ざいます。また昨年度より実施しておりま

す伴走型相談支援と経済的支援の出産子育

て応援交付金事業、ようこそ赤ちゃん事業

にも取り組んでおり、妊娠期から出産、子

育て期に至るまで様々な相談支援等、切れ

目のない支援体制を構築し、各事業を円滑

に実施しているところでございます。また、

７月会議にて補正予算としてお認めいただ

きました、ゼロ歳児の乳幼児を持つ子育て

世帯を対象に、民間事業者との連携により

ます育児商品の宅配につきましてもこの秋

より実施予定としてございます。いずれに

いたしましても、結婚から子育て期のライ

フステージにおきまして、様々な悩みや疲

れ等に寄り添っていく相談支援につきまし

て、私どもはもとより、地域で活動されて

おります。民生委員、児童委員の皆さん等

とも連携を持ちながら引き続き実施してい

きたいと思ってございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  わかりました。これからも支援のほどよ

ろしく期待していますのでよろしくお願い

します。 

  人口対策にも関連する企業誘致の計画、

取組はあるのかお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

  ９月１日に企業誘致に向けて公募を開始

させていただきました。その審査項目に、

雇用の促進や地域活性化、地域貢献という

項目を入れているところです。直接的なも

のではありませんが、先ほど申し上げた項

目が達成されることにより、地域の魅力向

上にもつながるものと考えており、ぜひと

もそうした企業に応募いただきたいと期待

しているところでございます。そして結果

として人口増加につながればと考えている

ようなところです。公募間もないところで

すので現段階で企業からの動きは見られま

せんが、応募状況を見ながら、さらなる事

業展開も考えてまいりたいというふうに思

っております。また、今後は公共施設再編

や学校再編により、公共施設等の空きが出

てくることが見込まれますので、各方面に

広く働きかけ、まちの魅力が向上し、雇用

が創出され、人口対策につながる企業誘致

に積極的に取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  情報発信が大切だと思うんですよね。手

を挙げてもらう方が多くなるように情報発

信をどういうふうに考えておられるのか少

しお聞かせください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  現段階ではホームページを活用して情報

発信をさせていただいているところですけ

れども、それ以外にも今後はいろいろな企

業あるいは大阪府においてはそういう企業
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誘致の専門の部署もございますので、そう

いったところと連携しながら広く、土地を

求めておられる企業なんかと接触していけ

たらというふうに思っているところでござ

います。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  わかりました。 

  それでは次の質問に行きます。 

  本町の魅力が広くわかりやすく多くの人

に伝えるための自治体ＰＲ動画を作成し、

ホームページ、観光協会に積極的に採用す

べきかどうかお伺いします。私、ちょっと

探したんですけどなかなか見つからなくて。

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  ＰＲ動画の作成につきましては、町の魅

力を広く伝える効果があると認識しており

ます。特に短めの動画は多くの人にも見て

もらいやすく、国や年代問わず意図が伝わ

りやすいと思っております。現在のところ

ＰＲ動画を新たに作成する予定はございま

せんが、作成する場合には、目的やターゲ

ットなどがぶれないよう関係機関と調整し

た上で、目的を達成する一つのツールとし

て制作してまいりたいと思っております。

本町におきましては現在、平成29年８月に

町政要覧を作成した際にＰＲ動画「とよの

デイズ」を作成しております。現在の町の

ホームページでも掲載をしているところで

ございます。町外へ豊能町の概要を伝える

ときにはこの動画を流し、町の魅力をＰＲ

している状況でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  わかりました。隣の能勢町は既に制作し

公開していますが、そういう努力していた

だきたいなと。やっぱし動画というのは大

切なことだと思いますし、他の全国の自治

体の多くは制作し、積極的にＰＲ活動を利

用していると聞いています。自治体ＰＲ動

画のよさは、目で追いかけるパンフレット、

長い文章よりも２分から５分程度で多くの

人に見てもらいやすく、どの世代にも伝わ

りやすく、さらに工夫を凝らした自治体Ｐ

Ｒ動画は時には話題になりやすく、よい意

味でのＳＮＳ拡散、テレビのマスコミに取

り上げられるチャンスがあると思います。

以前、本町の中学生が高齢者にスマホの取

扱いを説明している姿が豊能町の景色を含

めてテレビで放映されました。自治体ＰＲ

動画の作成及び発信は人口減少の重要な一

つだと思いますので、御検討よろしくお願

いいたします。 

  それでは、４番目の質問にいかせていた

だきます。 

  ネット依存について。先日ある報道で、

スマホの脳の疲労実像が紹介されました。

スマホ依存は脳科学の世界で物議を醸して

います。30から50代の働き盛りでも物忘れ

が激しく、判断力や意識が低下し、患者の

脳では前頭葉の血流が減少しているそうで

す。東北大学では、スマホの使用時間が長

い子どもの大脳には発達の遅れが見られる

と発表。一部の自治体では子どものスマホ

関連に規制を本格的に取り組んでいます。

そして、お聞きします。本町は小中学生の

ネットゲーム依存度の重大さを考え、現状

把握はできているのかお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 
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○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  ゲーム依存症とは、インターネットゲー

ムに費やす時間が次第に長くなり、食事や

睡眠がおろそかになったり、そのことをず

っと考え、ほかの活動に対する興味を失っ

たりするなど、自分自身をコントロールで

きなくなる病気です。そのために朝が起き

られない、家に引きこもる、食事をせずに

ゲームをするため痩せてくるなどの症状が

見られ、子どもたちの生活に大きな支障を

生じることになります。児童生徒のゲーム

に費やしている時間につきましては、全国

学力学習状況調査で実態を把握しています。 

  本町では平日に３時間以上ゲームをして

いる小・中学生が約３割いることから、ゲ

ーム依存症につながることも懸念されます。

児童生徒への指導と保護者への啓発が必要

であると考えています。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほどの答弁と重なると思いますが、教

育指導者として、具体的な対応、指導、御

家庭との連携、サポートはどうなっている

のかお聞かせください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  まず、学校の授業におきましては、小学

校４年生の保健の学習で、コンピュータや

スマートフォンと健康について学習をして

います。子どもたちは、コンピュータやス

マートフォンを長時間使っていると目が疲

れたり体がだるくなったりしたり、よい睡

眠が取りにくくなったりすることを学んで

います。また、ネットゲーム依存予防対策

を進める上では、保護者との連携が非常に

重要になります。懇談会などの機会を活用

して、児童生徒の利用状況などの確認や、

家庭でのルールづくりの働きかけを行った

り、学校だよりなどを通じて啓発を行った

りしているところです。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほど答弁いただきましたように啓発を

行っているということですので、また３番

の質問に重なると思うんですけども、専門

家の知識を持っている方を招いて講演とか、

資料を配布するとか、そういうことはなさ

れているのかお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  学校におきましては、ＰＴＡなどと協力

し、授業参観日に合わせるなどして、スマ

ートフォンやインターネットの危険性につ

いて、児童生徒や保護者を対象とした講演

会、研修会を開催し、子どもと保護者が一

緒に学習できる機会を設けております。例

えば今年度におきましては、東能勢小中学

校で11月にそういった研修を実施する予定

をしております。今後、各校においても、

インターネットの危険性と同時にネットゲ

ーム依存の対策についても啓発するよう、

教育委員会としても働きかけていきたいと

考えています。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  東能勢のほうは11月からということです

けども西のほうはどういうふうにされるん

でしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 
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○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  今年度、吉川小学校で予定をしておった

ところなんですが、ちょっと講師の方の御

都合が悪くなって今年度は実施できなかっ

たというところをお聞きしております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  西地区も早い時期になされることをお願

いいたします。 

  最後に、子どもにとってはゲーム依存に

よる体、学力、将来の影響はもちろん、課

金による金銭トラブル、ひきこもり、いじ

め事件の被害者、加害者にもつながるデメ

リットがあります。繰り上げて、ネット依

存治療合宿を行う韓国、そして小中学校で

のスマホ禁止の法案を可決したフランスな

ど各国での取組は様々です。世界の動向、

国内の他自治体を注視しながら、豊能町に

おいても独自に考えていく必要があると思

います。 

  申し訳ないんですけど３番についてはま

た、森林については次の12月にさせていた

だきますので、私、吉田正子の、教頭先生

から何かございましたら、教育長から何か

ありましたらどうぞ。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  教育長森田から御答弁させていただきま

す。 

  ネットゲームの重大性につきまして、い

ろんな視点から御意見をいただいたところ

でございますが、議員から御指摘ありまし

たようにお隣の韓国、また調べますと中国

などでも、青少年のオンラインゲーム、あ

るいはスマホを長時間使ってネット依存、

ゲーム障害が急激に増加し、成績や自己統

制力の低下、対人関係、対立の助長、視力

の低下などいろんな面で大きな影響が出て

おります。どちらの国も曜日や時間で青少

年のオンラインゲームを法律で規制し、国

として取り組むとともに、相談に合わせて

治療も進めておられるというようにわかっ

たところでございます。なお、本町におき

ましては、先ほど仙波部長から御答弁いた

しましたとおり、全国学力学習状況調査あ

るいは町独自のとよのチャレンジの生活調

査からも、中学生だけでなく、小学生の高

学年、５・６年生も３時間以上、ネットゲ

ームやスマホに時間を費やしている児童が

３割を超えているということで、またこれ

は年々増加傾向にありまして、本町の大き

な教育の課題の一つとなっております。そ

こで令和２年度の新学期から、教育委員会

より配布しております「学びのすすめ」一

日に、こういうものを小学生バージョンと

中学生バージョン作りまして、年度初めに

全部の保護者の家庭にお配りをしておりま

す。この中で、家庭での勉強する時間を決

める、スマホやネットの使い方を考える、

おうちの人と話し合うことも各家庭に呼び

かけております。スマホやネットを行うこ

とを制限しますと、子どもたちは反発した

り隠れて行うこともあり、自分たちで、例

えば校内で意見を集約して、児童会や生徒

会で話し合って、自分たちで考えて一定の

ルールを作るなどの取組も、これは進めて

いく必要があると考えております。また、

視点は違いますが、今年度から町内全小中

学校で始めております自学ノート、家庭で

の学習、この取組も家庭学習の時間が増え

ることにつながりまして、ネットを使う時

間の減少につながってくることを期待して

おります。このネットゲームやスマホの依

存症につきましては全国的そして本町の大

きな課題の一つであり、町を挙げて今後も



 2－43 

取組を進めなくてはならないと思っており

ます。ＰＴＡや学校運営協議会でも論議し

ていただこうと思っております。 

  以上御答弁とさせていただきます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  答弁ありがとうございました。これで私

の９月の一般質問を終わらさせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、吉田正子議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は14時10分といたします。 

（午後２時00分 休憩） 

（午後２時10分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  先ほどの吉田議員の御質問の際、クラブ

活動の外部委託の件の御質問の際に、私の

答弁として、今年の６月に有識者による運

動部活動の地域移行に関する検討会議によ

る提言が取りまとめられたと回答いたしま

したが、正しくは今年の６月ではなく令和

４年６月の誤りでございました。答弁のほ

うを修正させていただきます。申し訳ござ

いませんでした。 

○議長（管野英美子君） 

  次に、寺脇直子議員を指名いたします。 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  議長から御指名をいただきましたので、

通告にしたがいまして一般質問を始めます。 

  まず初めに、スマートシティ事業全般に

ついて質問します。 

  令和４年に大阪府で唯一、本町、豊能町

が採択されたデジタル田園都市国家構想推

進交付金事業でありますけれども、これは

現在、日本の地方を中心に人口減少や少子

高齢化、過疎化、東京圏への一極集中、そ

して地域産業の空洞化といった課題に直面

しているため、これらの社会課題をデジタ

ルの力で解決していく、新しい社会や価値

を作り出し、全国どこでも、誰もが便利に

快適に暮らせる社会、そして本町も過疎地

に指定されておりますけれども、過疎地の

ような不便な地域でも都市と同じ利便性や

魅力あふれる新たな地域作りの向上を図っ

ていき、社会課題を解決することを目指し

ていく取組です。本町におきましては、近

年、町全体の高齢化が加速化しており、人

口の約半分、約49％が65歳以上の高齢者で、

非常に多くの課題を抱えております。その

ため令和３年度からはスマートシティの産

官学民で本町の様々な課題解決に取り組ん

でおり、令和４年度はデジタル田園都市国

家構想に採択され、本町のこの少子高齢化

や過疎化などの課題を、このデジタルの力

を活用し社会課題を解決していけるよう新

しい取組を進めてきております。午前中に

小寺議員も質問されておりましたが、７月

会議により全ての事業が進まないことによ

る大阪府や国へのＫＰＩについて、どのよ

うに今後取り組んでいくのか伺います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  午前中の議員の一般質問にも重複するか

もしれませんが、今年７月の臨時議会にお

きまして、令和４年度に実施したスマート

シティ推進事業の八つのサービスの継続運

用に係る予算を上程いたしましたが、急に

事業を中止すると混乱を招くものや町とし
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て将来必要となるものとして、モビリティ、

ヘルスケア、見守りの三つのサービスの予

算は認めていただいたところでございます

が、それ以外の予算は認めていただけなか

ったところでございます。これにより、今

後ＫＰＩを計測できるものとしては、予算

がなくても計測可能なＫＰＩも若干ござい

ますが、モビリティ、ヘルスケア、見守り

の事業に係るＫＰＩに限られるものと認識

しております。臨時議会の以降大阪府には

２度ほど御相談に伺いまして、議会の状況

等も踏まえ、御報告をして今後の取組につ

いて御相談させていただきました。大阪府

からは交付金の交付要件及び趣旨を踏まえ

ると、予算が認められていない五つのＫＰ

Ｉのサービスについても、計測に向けて努

力する必要があるのではないか。ＫＰＩが

計測できないもののうち予算のない中でで

きる方法はないか改めて検討するように御

教示いただいたところでございます。今後

も議会でいただいた意見を踏まえまして、

予算がないサービスのＫＰＩの取扱いにつ

いて府と協議していきたいと思っておりま

す。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  本町は令和４年度デジタル田園都市国家

構想交付金、豊能町のコンパクトスマート

シティパーク事業タイプ２が八つの事業で

採択され、この事業成果を複数年の３か年

にわたって継続するという事業で、午前中

の質問と重複しますけれども、答弁では、

大阪府では交付金の趣旨として全ての事業

を継続するよう努力をすべきである、改め

て検討すべきであるということですので、

引き続きこのＫＰＩについて努力して取り

組んでいく必要があると思います。また一

方で、現在東地域では、企業誘致をするこ

とにより、先ほど御質問にもありましたけ

ども、人口増加策、人口増加に向けて、東

地域では賑わいのあるまちづくりに向けて

企業誘致を今するような取組が始まろうと

しておりますけれども、人を呼び込むまち

づくりは行政と議会だけでできることでは

なく、今後大阪府や国の協力支援、そして

企業誘致をするのであれば企業との連携、

企業と連携し取り組んでいくことが必要と

なると思いますので、今の状況で、今後企

業誘致するに当たり、大阪府や国また様々

な企業の皆さんの間で、豊能町とはもうや

っていけないというような、本町のイメー

ジが損なわれて、この自治体とはもう一緒

に何もやっていけませんというようなこと

にならないように、しっかりとこの国の大

きな事業ですので、この事業完結していか

ないといけないと思います。本町は、山間

部の地域で地域公共交通については能勢電

鉄の鉄道ですね。それと阪急バス、路線バ

スと、京都タクシーが運行しております。

また東西移動の交通として町がデマンドタ

クシーを運行しておりますけれども、一方

で本町は高齢化が非常に進んでおり、人口

の約半分が65歳以上の高齢者の町です。今

回のこのスマートシティ事業のモビリティ

のＡＩオンデマンド交通は、買物や病院へ

行くなど、高齢者の移動課題を解決し、住

みよいまちづくりそして誰もが移動しやす

い公共交通の実証実験を、令和５年２月１

日から２月28日まで28日間無料で実施して

おります。乗車人数が3,214人。登録アプリ

は2,069人で、到着時間に余裕のあるときし

か乗れないなどの意見がある一方で、外出

機会が増えたとか、町が活性化しているよ

うで、路線バスより町民の触れ合いがあり

楽しい、できるだけ早く本格運行を実施し

てほしいなどのアンケート結果で、子育て
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世代から高齢者まで、非常に幅広い年齢層

の住民の皆様に御利用いただきました。Ａ

Ｉオンデマンド交通の今後有料の実証実験

の取組について伺います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  ＡＩオンデマンド交通実証運行につきま

しては、昨年度、実証実験を踏まえまして、

今年度に２回目の実証運行を有償により実

施する予定としております。運行の概要で

ございますが、まず期間につきましては今

年の10月17日から令和６年、来年の２月19

日までの126日間でございます。乗降場所に

つきましては、前回から４か所減の111か所

としております。運賃は大人300円、子ども、

小学生以下と障害者の方の割引は100円とな

っております。また１か月の定期運賃とし

て大人 5,000円、子どもと障害者割引で

2,000円の予定をしております。決済の手段

としては現金、クレジットカード、定期券

で、順次アプリ内での電子決済を導入して

いく予定でございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  今回の有料の実証実験は、令和６年度以

降の本格実装に向けた前段階といいますか、

それに向けた実証実験になると思いますし、

当然前回は無料で実証実験してますので、

有料になりますとどれぐらいの人数の方が

利用していただけるかというところで、恐

らく今後本格実装に向けた話にも展開して

いくのではないかと思っております。本町

の場合、この地域公共交通の利用について

は通勤・通学と買物と病院などで、高齢者

の移動手段の課題解決につながるよう、引

き続きこの新しい交通スタイルのＡＩオン

デマンド交通の取組を進めてほしいと思い

ます。 

  それでは次の質問に移ります。 

  災害対策について質問します。 

  ８月は台風７号により大きな被害が多発

しました。特に鳥取県では台風７号の被害

額が過去20年で最悪の234億円以上の被害に

なり、土砂崩れや橋の崩落などが相次ぎ、

800世帯以上で1,800人余りが孤立しました。

近年地震災害も多発しており、本町におい

ても以前、土石流、山津波が起こった経緯

があり決して他人ごとではないと思います。

平時からの防災意識や備えが大切でありま

すが、今後、この当面の最大のリスクは南

海トラフ地震とされており、広域大規模災

害が想定されております。この南海トラフ

巨大地震は707の基礎自治体で被災するとさ

れております。災害が起こった際は、市町

村は現場で対応しますが、都道府県や国は

後方支援し、災害規模に応じて国と都道府

県と市町村が果たすべき役割が異なります

が、８月は台風７号により、近畿地方では、

大きな被害が多発しました。本町において

は今後、災害対策についてどのように取り

組んでいくのか伺います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  ８月の台風７号によりまして本町では特

に大きな被害は報告はされておりませんが、

鳥取県では公共土木施設あるいは農林の施

設、上下水道施設等に被害が発生するとと

もに、最大858世帯1,814名が孤立するなど

の甚大な被害となったところでございます。

近年豪雨災害等の危険を及ぼす大雨の発生
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頻度が大幅に増加しており、それに伴う土

木災害等の発生回数も増加傾向でございま

す。本町でもおきましても、土砂災害警戒

区域が多数あることから防災対策の重要性

は特に認識しております。地震につきまし

ても同様の防災対策の必要は重要であると

認識しております。本年度におきましても

厳しい財政状況の中ではございますが、５

月肉付け予算で認めていただきました幾つ

かの事業を予定しておるところでございま

す。まず自主防災避難活動環境整備助成事

業でございますが、地域の防災体制及び避

難体制の充実を図るため、防災活動や避難

活動のための環境整備に係る費用の一部を

自主防災組織又は自治会に助成しておると

ころでございます。また総合防災マップの

改訂版作業事業につきましても、平成29年

３月に作成いたしました総合防災マップを

改訂及び全戸配布し、地域ごとの危険箇所

の把握と住民の防災意識向上を図り、町全

体の防災力向上につなげていくもので、取

組としてつなげるため取り組むものでござ

います。また、防災行政無線の戸別受信機

の設置事業でございますが、土砂災害警戒

区域等の居住者及び避難行動要支援者等を

対象に、希望者の方に対して防災行政無線

の戸別受信機を貸与しているところでござ

います。また防災備蓄品整備事業といたし

まして、町内で発生するおそれのある災害

等の避難事態に備え、計画的に非常食等の

防災備蓄品を避難所に整備しておるもので

ございます。取組の主なものについてお答

えをしたところでございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  今回の台風によって本町で特に大きな被

害がなかったということで、それはよかっ

たと思うんですけども、熊本地震のとき、

熊本地震では、この震災関連死で自宅等の

震災関連死が37.2％、入院などの病院が

26.6％と検証報告と報道発表をされており

ました。これは最も高い災害のこの震災関

連死だったということで報道発表されてい

るんですけども、高齢社会の災害では、浸

水、河川の増水などによる浸水とか、避難

生活が長期間にわたって避難生活の困難さ

により、心身の状況が急激に悪化するなど、

最重要な応急対策が災害の場面では、災害

が起こったときではなくて災害が起こった

後とされております。在宅の高齢者や障害

者の早急な見守りや、保健医療、福祉など

の生活支援、また自治会などの見守り支援

や実際に被災した場合、被災地域では自治

体や社会福祉協議会なども被災しますので、

支援力が非常に低下してくると。被災地域

といっても自治体自身も、また社会福祉協

議会なども被災しますので、非常に支援力

が低下してくるというところが非常に懸念

されております。ただ一方で、この支援ニ

ーズが非常に大きく増加するため、官民合

わせて外部支援や、官民連携で被災者を支

援していくような取組も今後必要とされて

いるというところでありますので、本町に

おいても今後このような取組も検討してほ

しいと思います。 

  それでは次の質問に移ります。 

  本町の観光資源の有効活用について質問

します。 

  近年、豊能町の国道423号沿いは、バイカ

ーやサイクリング、レストラン、乗馬クラ

ブなどで賑わっております。本町にはコス

モスの里や吉川地域の初谷川の整備、そし

て高山右近の生誕地、棚田やサイクリング、

レストラン、乗馬クラブなどで非常に賑わ

いが出てきているこの423号の整備について、

隣接する亀岡市、箕面市、池田市と広域連
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携して整備するなど、人を呼び込む魅力あ

るまちづくりに向けて、本町独自の観光資

源の有効活用についてどのように取り組ん

でいくのか伺います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  近年、先ほど議員のほうからも、バイ

ク・サイクリング愛好者が増加し、国道423

号も賑わいが出てきたということで御紹介

ありました。目的地としては北側でいきま

すと亀岡市を初め丹波篠山等々へ向かわれ

る方が多いということで聞いております。

議員御質問のサイクルツーリズムなどにつ

いてなんですが、広域連携すべく、ちょう

ど１年前の令和４年の９月議会の一般質問

の中で、亀岡市と隣接する池田市、能勢町

と豊能町の４市町で協議を重ねているとい

うことで御説明のほうさせていただいたと

思いますが、その後についてですが、協議

はなかなかちょっと進んでいないというの

が現状です。ちょうどその９月を終えてか

ら豊能町のほう、３月の町長選挙があると

いうことで、その後、亀岡市のほうから協

議会の設立を、ちょっと打診等々されてお

ったんですが、町長選挙があるのでもう少

し待ってほしいということで、こちらのほ

うから担当者会議の中で話をさせていただ

いておりまして、その関係で若干ちょっと

ずるずるという形で延びておったところ、

そのままちょっとなっているというところ

でございます。ただ、御質問のその広域連

携、423号の整備のほうですが、まずは町内

での観光コンテンツの整備を行いまして、

その後サイクリングマップといった広域の

関係のソフトづくりみたいなもの、それか

ら次サイクリングロード等ハード整備とい

う形で順序立てて進めていくことになろう

かと考えておるところです。これにつきま

しては連携市町の意思統一も必要にはなっ

てくると思いますので、今後協議を進めて

いけたらということで考えております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  令和４年の９月議会でサイクルツーリズ

ムなんかサイクリング広域で設立するとい

う話でありましたけども、今まだ特に話が

まだ進んでないということですけど、非常

に豊能町から亀岡に向かってサイクリング

の人、たくさん利用されてますので、広域

で観光、人を呼び込むという取組を引き続

き進めてほしいと思います。当然、町内の

観光資源についても有効活用に向けて、ど

れも人を呼び込める可能性があると思いま

すので、引き続き取組を進めてほしいと思

います 

  以上で私の質問を終わります。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、寺脇直子議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため暫時休憩いたします。再

開は14時50分といたします。 

（午後２時37分 休憩） 

（午後２時50分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、秋元美智子議員を指名いたします。 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  秋元です。議長より指名していただきま

したので、一般質問をさせていただきます。

本日最後の一般質問となります。理事者の

皆様におかれましては多々お疲れのことと

存じますが、どうぞ、簡単明瞭の答弁のほ
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どお願い申し上げます。 

  では通告に従いまして順次質問に入らせ

ていただきます。 

  まず最初に、先の12月議会で、長年の懸

案事項になっている戸知山の活用に向けて、

私のほうから、町主体による堆肥化事業へ

の取組を提案させていただきました。これ

はロシアのウクライナ侵攻によって肥料が

高騰し、農業に携わっている方が大変な思

いをしてること。そのために国が肥料の国

産化に乗り出したこと。さらに上下水道完

備されていない戸知山でも堆肥化事業が可

能な独立型の設備があるということを知っ

たことがあります。これは微生物によって

汚泥、し尿、生ごみ、剪定くずなどを堆肥

化するもので、完成品には臭いがありませ

ん。先日も現場へ委員会のほうで視察して

きたところです。全国13の自治体がこの微

生物による独立型の設備を導入して、循環

型農業を実施しております。また、剪定く

ずだけで堆肥化できることから、その点か

らも維持整備費で大量の剪定くずを出して

る戸知山にふさわしいのではないかと思っ

て提案させていただいた次第です。このと

きの質問の中で、町のほうから、基本的に

は戸知山は民間による整備、民間の力を活

用したいが、公民連携など手法や補助金な

ども調査し、町として実施できる事業であ

ればそれも視野に入れて検討したいとの答

弁をいただいているところです。その後、

町の体制が変わりましたので、組織改編、

人事異動もございましたけれども、この公

民連携などの手法や補助金などに向けて、

調査検討していただけたかどうか、まずお

尋ねいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  戸知山の活用につきましては、公民連携

の手法を用いた取組につきましては、良質

な公共サービスの提供やコストの削減、地

域の活性化など様々な効果が期待でき、地

域経済の持続的な発展に向けて各地で導入

検討が進められているところだと思ってお

ります。この戸知山の町有地を活用して堆

肥化を進めることで活用できる補助金等は、

現在のところちょっと見当たらない状況で

ございます。しかしながら直接的な補助金

ではございませんが、大阪府の市町村振興

補助金という制度がございます。その補助

の目的の一つに単独市町村による取組で公

民連携の項目がございます。これは新たに

今年度改正された内容でございます。もし

戸知山の活用の提案で、事業内容は、公民

連携で、基礎自治体機能の充実強化に資す

る取組であるということで認められれば府

の補助が得られるかもしれませんが、この

制度は、先ほど言いましたように今年度新

たに改正されて設けられておりますので、

詳細は今後府に確認していきたいと思って

いるところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  まずありがとうございます。調査してい

ただきまして。この８月31日ですけど、財

務省は、令和４年度予算の概要要求を締め

切りましたね。一般会計の総額は過去最高

の、新聞では114兆円が見込まれてますけれ

ども、そこで農林水産省に問い合わせたと

ころ、一昨年に続いて３回目となる国内肥

料資源活用支援事業費を盛り込んでおりま

す、この予算概要の中に。施設整備費は大

体２分の１補助を考えてるとのことでした。

国のほう、これは具体的にいうと農林水産
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省の技術普及課ってとこです。ですからぜ

ひそちらのほうも問い合わせていただきた

い。そこの担当課がおっしゃるのには、や

はり大阪府の方の窓口もあるから、農業関

係の、そこに問い合わせてくださいと。こ

れは予算が通れば、御存じのように早いで

すね、締切りは、補助金申請は。来週早々

になると思います。そういったこともあり

ますので、町のほうでも堆肥化事業の補助

金、国のほうの申請の準備に入っていただ

けたらありがたいとまずは思ってます。こ

れは、ぜひぜひ、わかりましたか、検討し

ますか、早急に調べますか、まず御答弁い

ただきたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  先ほど秋元議員のほうから国の補助制度

の補助金についてお伝えしていただきまし

たが、なかなか時間もございませんし、あ

る程度これ補助申請を出すには事業化の具

体的な、ある程度計画が決まらないと申請

はできないものかなと思っておりますので、

問合せ等の確認はいたしたいと思っており

ますが、今後また戸知山の活用にこの補助

制度が活かせるかどうかも、これは庁内で

よく議論していかないといけないと思って

おりますので、まずはその補助制度がどう

なのかいうのはちょっと調べさせていただ

きたいと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  まずそれはそれで戸知山の堆肥化事業に

向けて、それはそれで検討していただきた

いんですけど、まずその前に、先ほど触れ

ましたように、戸知山については昨年の12

月議会で基本的に民間による整備、民間の

力を活用したいと町は方針を述べてます。

それで、もうこの時点で何社視察来てるか

って４社が現場に足を運んでいるようなん

ですね。もし民間の活用の話が進んでいる

ようでしたら、私はこの堆肥化については

別の場所をまた提案したいと思ってます。

まずは、この民営化についてどうなってる

かをきちっと私自身が把握する必要がある

ので、お尋ねします。現在何社がどのよう

に、具体的にどのような活動方法を提示し

ているのか、提案されているのかお尋ねし

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  今年度継続して連絡のある業者の方につ

きましては４社、今把握しております。一

つはレクリエーション施設のようなものの

提案をいただいております。一つはブリー

ダー関係の事業の提案を受けておると。あ

と自然を活かした子どものための施設、動

物の墓地というような活用の提案を受けて

おります。あと先ほど議員がおっしゃって

いました堆肥化の施設の事業の提案を受け

ておるというところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  この四つのうち、昨年の12月以降のもの

は、多分、動物霊園とそれから堆肥化だと

思うんですね。となるとあと２社しか残っ

てないんだけど、だけど昨年の12月に４社

って言ったわけですよ。２社消えてるわけ

ですね、これ。まずその認識でいいかどう

かお尋ねします。 

○議長（管野英美子君） 
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  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  昨年の12月の一般質問のときの回答でご

ざいますが、業者は確か４社でお答えして

ると思います。そのうち入れ替わってる、

レクリエーション施設とブリーダーは当時

もお伝えしたと思っておりますが、あと活

用については検討中ということで、銀行の

事業者を紹介する形で視察等がありました。

あとはキャンプ場ということで、銀行、そ

のキャンプ場が今回は連絡はないというこ

とで、今はないという状況で把握しており

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  戸知山は下水道設備がないことは当然こ

のレクリエーション施設、ブリーダーの方、

動物霊園、堆肥化を別に上下水道がなくて

もいいんですけども、当然３社はそれは百

も承知ですね。お尋ねします。このうちの、

多分これ動物霊園の関係なんですけども、

こちらに相談したところ公募して決めたい

と、そういう返事だったということなんで

すね。これが先方の聞き間違い、勘違いだ

ったとしても、町としては今後どうしよう

と思ってんですか。この中から。この中か

ら選ぼうとしているのか、そうでなくて、

まだ広く公募しようとしてるのか、事実。

いつまで何をしようとしてるのかお尋ねし

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  今現在４社の御提案を聞いておるところ

でございますが、今後この提案をまた整理

いたしまして、政策会議等で議論の上、公

募するかどうかというところまだはっきり

決定はしておりませんが、基本は広く一度

公募して、それから本町の提案、趣旨にか

なうところを選定していけたらと思ってお

りますが、現在のところ、そこまで至って

おりませんで、今後、公募も含めた検討を

していきたいと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ということはいつまで何をするか、公募

するかどうするか、この中から選ぶかどう

か、全く白紙ってことですか。お尋ねしま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  土地は非常にインフラがない、規制も多

いところでございますので、その辺りと今

の提案の中身を踏まえまして、本当に公募

しても空振りに終わる可能性もございます

ので、実際もう少し現実味のある内容かど

うかというのを中で議論した上で、公募

等々を検討していければと思っております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  てなこと言ってもらっちゃうと、ちょっ

と愕然とするんですよね。なぜかといえば、

昨年３月、町は戸知山の道路の補修費とし

て4,860万円予算化してますよね。今、おっ

しゃったように非常にインフラ整備されて

ない。活用しづらい。なおかつ近郊緑地が

かかって使える土地なんか広い土地のわず
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かですわ。こんなところの道路を補修して

どうするのかって聞いたときに、企業から

の視察の申込みが来てます。となれば、何

かしらの、その先に一歩があるんだろうと

期待しますよね。町も期待したんですよ。

だからこそ予算上げたんだと思うんですよ、

私も。違います。じゃなければ道路なんか

整備する必要ないんですよ。いかがですか。

お答え願います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  戸知山の管理道路の補修については、確

かに災害で被災しておりましたので改修工

事をやっております。それは戸知山の活用

の提案にも踏まえて補修をしているという

状況がございますので、その辺の今後の、

中の視察とか当然行っていただかないとい

けませんので、その辺は隣接道がどうであ

るかというところも提案を受ける際には大

事な要素になってくると思いますので、そ

の辺も踏まえて道路の整備が必要というと

ころで整備をしたものと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  戸知山は2004年に某企業から寄贈を受け

てますよね。その間いろいろ町のほうもい

ろんな使い道を模索したんだと思いますわ。

でも結果的にはどうにもならない。って言

ってるうちに、今御存じのように、柳井組

みたいな何かで道路がごちゃごちゃになっ

た。だったらその時点で山に戻すっていう

判断もあったと思うけども、四千何百万円

かけて道路補修してんですよ。それも企業

が視察に来ると。だったら民間に向けて動

くでしょう。しかも４社来てんですよ。な

ぜそうならないんです。その理由を知りた

い。じゃなければまたこの先ずるずるです

よ。これ町長かな。お願いします。もうは

っきり年内に片をつけていただきたい。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  戸知山に至るまでの道、町道ではござい

ませんけれども、あの道を4,000万円かけて

直したということでございます。そのとき

の理由が、民間企業に視察に行ってもらう

必要がある。加えて、あそこ民有地周りに

ございますので、そういう地域の方の土地

の管理をしていただくのにあの道を通る方

もいらっしゃるというところもあったかと

思います。今回、我々が道を直して新たに

民間企業に来ていただいて中を見てもらう

ということの前提として、議員おっしゃっ

てられるような、あそこの戸知山の活用と

いうことを当然我々考えてきております。

おっしゃっていただいたように４社、今、

企業が来ております。どの企業が、今、戸

知山の中のいろいろな規制があったり、水

とか下水がない。そういう中で何が一番い

いのか。地域に何が一番ふさわしいのかっ

ていうところを今検討しているところでご

ざいます。それがまとまれば一定公募にか

けて、企業のほうに照会かけるという手続

になってくるんですが、まだそこまで至っ

てない、その前段の検討をしているという

ところでございます。ただ、全く何もしな

いというわけではございませんので、もう

少しお時間を頂戴したいというところでご

ざいますので、そこのところ御理解いただ

きたいというふうに思います。よろしくお

願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 
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○10番（秋元美智子君） 

  まずはお立場理解いたします。その上で

早々にまとめて、年内には答えを出してい

ただきたい。それはどういう手順で進めて

いくか、いつまでに何を進めていくか。ね

え町長。あの山あのままほっとくわけにい

きませんわな。そのために私はごみの堆肥

化を提案させていただいた次第です。そこ

のところよろしくお願いいたします。 

  それで、この戸知山、今回改めて見たら

本当に使える土地が少ない。近郊緑地かか

ってるから。だけどもこれ、町は苦労して

るんだと思います。だけど実際は研修施設

を誘致するために、中に道路が入ったわけ。

どう考えても近郊緑地にそんなもん私は道

路なんか造れないと思うんだけども、これ、

近郊緑地になったのいつですか、かかった

のは、網が。これ質問出してると思います

ので、お答え願います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  まず近郊緑地の法律、国の法律ですけど

も、近畿圏の保全区域の整備に関する法律

の第５条の第１項の中では、近郊緑地保全

区域に指定するということでうたわれてお

りまして、本件につきましては北摂連山近

郊緑地保全区域として指定されております。

この北摂連山近郊緑地保全区域ですけども、

大阪府と兵庫県の両方でかかっておりまし

て、大阪府としては、池田市、高槻市、茨

木市、箕面市、豊能町と能勢町、島本町、

兵庫県の方は神戸市、西宮市、宝塚市、川

西市、三田市、猪名川町の計９市４町のエ

リアでこの保全区域が指定されてるという

ことです。本町の指定日ですが、もう当初

に指定されておりまして、昭和42年２月23

日付で区域指定されておりその後、昭和44

年、昭和47年に大阪府域内では区域の面積

は増えてるというところでございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ていうことは、42年の２月に網がかかっ

たと。その後にここの開発が始まったのか、

開発が始まってから網がかかったのか、ち

ょっとその流れがわからないので。町はそ

うなると、近郊緑地がかかっていて非常に

問題、いろいろな制限がかかっていること

承知でこの土地をもらったってことですか。

お答え願います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  ちょっと寄附は、いただいた年度はちょ

っと今はっきり記憶がないんですが、当然

法の規制等々御承知の上で寄附をいただい

ているということで認識をしております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ていうことは、近郊緑地であっても三共

興産みたいな開発はできるって理解してい

いですか。私はこの、多分平成４年だった

かな。初めて議会に来たとき、ここの戸知

山のことが問題になってました、議会で。

そのときに半分何か豊能町に寄附してくれ

て、その土地をどうやって活かすんだって

ふうな議論をしてたんです、この場で。そ

のときには網がかかってるの何だの全然そ

んな話も出なかったので、どうしてなのか

なと。本当に下水道も上下水道も通ってな

い、近郊緑地がかかって本当に使える場所
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がない。この土地を豊能町どうしようと思

ってるのか。本当に真剣に考えていただき

たいので今の答弁お願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えします。 

  まず戸知山の法規制の話、少しだけ触れ

させてもらってもいいですか。簡単に。戸

知山の法規制大きく四つありまして、先生

言われてます近郊緑地保全区域、もうこれ

は昭和42年に制定されたもの。それから砂

防指定区域、これは明治30年制定されたも

の。あと、宅地造成規制法、これが昭和37

年。それから四つ目が都市計画法、これは

昭和44年ということです。私のほうもちょ

っといろいろ、某企業の開発行為について

資料館のほう行きまして、ちょっといろい

ろ資料を調べさせていただきました。その

結果わかったんですが、大きく２期に分か

れて開発されてるというところです。１期

目が昭和47年から昭和60年頃までにかけま

して、大きく防災工事、道路、築造、そう

いったもので約13ヘクタールの造成工事が

行われております。近郊緑地でもそういう

道路とか防災工事は問題なくできるという

ことでの行為かと考えております。それか

ら次、第２期としては、平成になってから

ですが、平成４年から平成10年まで、都市

計画法を申請をしまして、そのときには研

修保養施設を造成するということで、区域

面積55.7ヘクタール、うち近郊緑地は82％

の45ヘクタールほどあるんですが、保養施

設、研修施設を作るということでの開発申

請が出てたと。開発がなぜできたのかとい

う先生の御質問ですが、さっき冒頭言った

とおり第１期は47年頃、砂防法と近郊緑地

の保全区域の届け出ということで、道路排

水路とか沈砂池の防災工事を中心にやられ

て許可をされたと。第２期は平成４年頃か

らなんですが、その第１期で作られた道路

のつけかえ、あと調整池の工事を行いなが

ら、この後、研修保養施設として１区画平

均で1.2ヘクタール、１万2,000平米ほどが

平均を、一つの区画、それを23区画整備す

るという目的で、多分恐らく自然、開発の

目的等を見ると、自然を利用、あと活用し

た野外レクリエーション施設を整備すると

いう計画で許可されていたというところで

す。概要は以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  それであっても今の保養施設の地図あり

ますけれども、各こういう近郊緑地の中に、

保養施設ならぬ堆肥化施設なんか作ろうと

思ったらアウトですよね、もう。さっき、

このレクリエーション施設、そういったも

のを作るのは多分アウトですよね。違いま

すか、これ。となってくると、本当に民間

が活用するのは難しいんですよ。町はどん

だけのことを期待して民間活用って言って

るかわからないけども、なおかつここの山

全部、幾つの民間にお願いするかわからな

いけど、ここまでの整備、管理までしても

らおうという、たしかそういうお考えです

よね。となったときどんだけの民間が来る

か。本当に早いうち手を打っていただきた

い。民間活用を考えてます、考えてます、

そのうち検討しますなんて、もうそういう

答弁は結構でございますので、年内のほう

で、12月議会お尋ねしますので、はっきり

方針なり結果なり出していただきたい。い

かがです。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 
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○副町長（高木 仁君） 

  先ほどから秋元議員にいろいろ戸知山の

有効活用についてお尋ねいただいておりま

す。確かにあそこのエリアについては先ほ

ど部長のほうからも答弁ありましたが、い

ろいろ規制ございまして、建物建てられな

いとか水がないとか、先ほどからるる申し

上げております。活用できる範囲っていう

のはかなり限られている土地であるという

ことを前提に、我々何がしていただけるの

かというところで、企業のほうと今調整し

てる部分もございます。なので、年内とい

う約束、今ここでできるというとちょっと

難しいかもわかりません。できるだけ早急

に何らかのお答えを、またこの場でお返し

したいというふうに思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  そういったことも、上下水道の関係ない

堆肥化設備がたまたまあったもんですから、

あそこにある剪定くずも活用できるし、大

きさもそんなに必要ないと。これはいいも

の見つけたと思ってますので、御検討よろ

しくお願いしますし、堆肥化施設は別な形

で活用することもできるので、まずは一つ

の、町のこれまでの方針の結果をきちっと

決めていただきたい。お願いします。 

  次に、吉中じゃなくて、２番目の質問に

入らせていただきます。 

  これ吉中のアスベスト工事を機に、光風

台小学校義務教育学校に活用して、そして

吉中の跡地を公共施設の再編、集約施設用

地として活用する案を、これはまたちょう

ど１年前、提案させていただきました。同

じことを本年３月にまたいかがですかと、

町長お代わりになったばかりですから、ち

ょっと時間を空けて御検討くださいという

形で終わっていたと思いますので、その後、

どのような比較検討されたのか、こういう

点があって、私の、こういう問題があるの

で、壁やら何があるので私のこの提案は無

理ですっていうことがあるならば、ぜひお

答え願いたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  令和８年度に開校する西地区の義務教育

学校につきましては、現在の吉川中学校を

改修して開校するという計画で進めていま

す。その計画の際、学校の位置につきまし

ては、吉川中学校は西地区のほぼ中心にあ

り、吉川小学校、光風台小学校、東ときわ

台小学校からほぼ同じ距離に位置しており

ます。そのため、西地区の児童生徒の通学

距離に大きな隔たりが出ないという地理的

要因がございます。また、光風台小学校敷

地を利用する場合は、校舎面積が足りない

ため、現在の吉川中学校の２号棟に相当す

る校舎を新たに新築しなければならず、新

たな財政負担が生じるという経済的要因か

ら、再編統合場所については吉川中学校の

校舎敷地が妥当であると考えております。

西地区の公共施設の利活用につきましては、

今後の豊能町の将来にふさわしい内容であ

るかどうか十分検討する必要があることに

ついては認識しております。西地区の児童

生徒の教育環境を早く整えていくことも重

要であり、それらを総合的に判断し、現在

の学校再編計画を進めていくことを優先し

ているものでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  思わず、何で教育委員会のほうからお答

えが出るのって言ってしまいましたけども、
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私は町長のほうに、町としてどうしますか

ということでお尋ね出してました。教育委

員会があそこは真ん中にあるのであそこに

作りたいっていう、そういったお考えは十

分承知しております。それじゃなくて、私

が考えてるのは、町の財政的なものです。

しかも子どもの立場から１小１中というふ

うなことを、もうしつこく言うようですけ

ども、そういった方針も出ていながら、こ

ろっと変わってしまうような、変えるよう

な力が町長にあるんでしたらば、やはりそ

れなりの形で、お立場で考えていただきた

いという意味で質問を出してますので、教

育委員会の考えはよくわかりました。ただ

１点お尋ねします。あそこで光風台小学校

を活用すれば新たな校舎が必要だと、その

ために新たな財源が必要だとお答えになり

ましたね。その財源と、今、吉川中学校35

億円で何とか改修しようと言ってますが、

この間に、高齢化により人材不足、それと

円安、それからガソリン高騰・ウクライナ

の関係もありまして、物価、材料費が高く

なって、約建設するのに３割がた高くなっ

てます。そういうものと検討した場合に、

全然小学校に校舎を作ったほうが安く上が

りません。お尋ねします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  義務教育学校の建築費についてでござい

ます。吉川中学校を小中一貫校、義務教育

学校として改修した場合、今現在の計画し

ている校舎の延床面積は約9,800平米でござ

います。現在の光風台小学校の延べ床面積、

現在あるのは約6,400平米でございます。し

たがって、現在の光風台小学校の延床面積

では約3,400平米、9,800から6,400平米を引

くと約3,400平米足りない計算となります。

もともとの吉川中学校の面積のほうが光風

台小学校の面積より大きいために、要する

に今と同規模の学校を建てようとするとこ

の3,400平米分が単純に建築費が多くかかる

こととなります。その3,400平米分の面積に

文部科学省の単価を掛けた単純の費用とい

うのが８億円多くかかるというのを以前答

弁させていただいているところでございま

す。したがって、単純計算にはなりますが、

現在の吉川中学校に整備をする金額35億円

に８億円を足して、光風台小学校に整備を

する場合には総額で約43億円の整備費用が

必要になると考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ちょっと理解できなかったんですが、吉

川中学校35億円、何とか35億円で改修しよ

うと思ってるわけです。私はそれをやめて、

光風台小学校を利用してくださいと。その

場合幾らかかりますかっていったら８億円

と答えたならば、大分、27億円、浮かびま

せん。私が間違ってるのかな。これはいい

です。この議論は結構です。町長にお尋ね

してますから、町長としていかがですかと。

なぜかというとやっぱり光風台小学校を活

用したら吉川中学校のとこ使えますよね。

あの場のスペースを。そうなった場合に、

これからの公共施設再編していくのに、も

ちろんこれふれあい広場とかも何かしらの

形になると思います。となるとテニスコー

トは潰します。それをしなかったとしても、

こちらのほうで住民たちは集ってやってる

盆踊りとかそういった事業なんかにいろい

ろ影響してくるから、私はそういう意味で

も、本当豊能町の中心とおっしゃるなら、

中心にこそ公共施設をやっぱり集約して、

人が集えるようなまちづくりをしていただ

きたいという思いで、いかがですかって言
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ってます。これは今の町部局としてどうな

のか、検討されたかどうかお尋ねします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  義務教育学校の整備とそれから西地区の

公共施設の再編というところも絡めてのお

話だと思っております。少しお話しさせて

いただきますと、今の公共施設っていうの

はもう40年ぐらい建っておるんですけれど

も、そのときには町の人口３万5,000人を目

指したインフラ整備をしてまいりました。

それの３万5,000人に見合った面積といいま

すか、規模を作っております。今度、公共

施設の再編を図るときには、今１万8,000人

です。将来的には１万5,000人で何とか抑え

ていきたいと、抑えというか止めて１万

5,000人で何とかいきたいというようなまち

づくり計画もありますので、その１万5,000

人というような人口の中でのインフラの再

整備をするということは、結局コンパクト

になっていくということになりますので、

今ある公共施設の面積よりかは、ざっくり

いいますと半分ぐらいの面積でしていくと

いうことになりますので、今の公共施設が

あるところ、それから今おっしゃいました

ふれあい広場も含めて、何とかその面積と

かその場所の中でおさまってくるのではな

いかなと思っているところでございまして、

プラスいろいろな活用のできる土地ができ

てくるのではないかなと思っているところ

でございます。併せまして、先ほどの義務

教育の学校なんですけれども、先ほど教育

委員会のほうから説明のありましたように、

光風台でやりますとプラス８億円がかかっ

てくるというようなことでございますので、

財政状況の中でということになっている状

況でそろばんを弾いておりますので、その

辺の財政面も含めますと、俯瞰して考えさ

せていただきますと、やはり今の吉川中学

校のところで、義務教育学校については整

備をさせていただきながら、今ある西区の

公共施設の再編については、今の場所のコ

ンパクトにして将来の50年を見据えたまち

づくりを進めていくというような観点に立

っているものでございます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  私自身は８億円のほかに35億円かかると

いう、その説明がもう一つ理解できてませ

ん。けどもこれはこれでちょっと置いてお

きます。次の空き家対策のほうに、人口増

加を含めた施策として提案させていただい

てますので、今の議論はまた別な機会にし

たいと思いますので、お願いいたします。 

  空き家対策なんですけど、私はさきの６

月議会で、豊能町の人口減防止策として、

東地域の通学定期の補助っていう本当に僅

かな歯止めにしかならないけど提案させて

いただきました。今回、今日もいろいろ空

き家の話出てましたけども、人口増加に向

けて、この空き家対策の町の取組方ってい

うのかな、足りないんじゃないかなと思い

を持ってます。って申しますのは、たしか

豊能町に移り住むには、この町に家を建て

るか、買うか、借りるかが必要になります。

住むところがなくて誰も来るわけないです

から。となった場合、売ってる土地、売っ

てる家、賃貸も含めて、こういう物件が多

ければ多いほど選んでもらう可能性は高く

なるわけですよ。ですよね。それで、そう

いうこともあって、今多くの自治体のほう

が空き家の有効活用、特に空き家バンクに

力を入れてます。空き家バンクはただ設け
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るだけじゃないんですね。ここにいかに空

き家を持ってる方々に登録してもらって、

それを見た方がここを活用させてもらうと

いう動きを作る。そういうふうな取組に力

入れてるんですよ。それを前提の上にお尋

ねします。午前中の中川議員の質問の中で、

豊能町、水道栓が止まってる家が407軒とお

っしゃったかな。このほかに、水道栓開い

ても空き家の家がありますよね。それが豊

能町の持ち主、持ってる方が空き家にして

る場合もあるし、町外に住んでる、出てる

方もいます。ある程度財政的な、固定資産

とか何かのときでこの数はわかると思うん

ですね。町内・町外それぞれ何軒ぐらいか、

もしわかるようでしたら通告出してますの

でお答え願います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほど、水道の閉栓407戸あったというこ

とで回答させてもらっております。ちょっ

とデータ古いんですが、豊能町の空き家対

策計画の中でも戸数を上げておるんですが、

平成30年度のデータなのですけども、もと

もと住宅土地統計調査の資料ですが、住宅

戸数トータル8,720戸に対して空き家数は

970戸ということですので、若干ちょっと年

度が違いますので、500戸以上は一応どちら

かいうと水道は開いている状態というよう

な形です。議員御質問の、トータル的な話

で、町内在住、町外なのか、そういったも

のの所有者の数等の御質問だったと思うん

ですが、調査項目が実際そういう、それぞ

れの所有者数といった、個人情報にもなる

のかもわからないんですが、ちょっと水道

閉栓のデータ上では、ちょっとそこまでは

わからないという状況です。ただ、空き家

所有者の数でいうと、どちらかいうと町外

在住の方のほうがはるかに多いのではない

かと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  私、単純に固定資産税のほうから、空き

家の固定資産税取るのに、町内か町外か出

てくるかなと思ったけど、それ難しいって

ことですね。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監。 

○政策監兼住民部長（大西隆樹君） 

  固定資産税の所有者でいいますと、町外

の方もいらっしゃる、たくさんいらっしゃ

います。ただ、いわゆる単身赴任で所有者

が行っておられる場合等もございますので、

固定資産税の納税通知書というのは所有者

のところへ基本的には行くようになります

から、御家族、単身赴任の御家族が豊能町

内にいらっしゃる場合は、ちょっとそこは

カウントするのは非常に難しくなってきま

すので、一概に町外に住んでる方が全部空

き家対象になるということにはならないと

いうふうに考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  結果的に豊能町に空き家が何軒あるかわ

かりませんと答えられたような気がするん

ですけど、それは私の誤解かもしれません

が、それはまず置いといて、この広報「と

よの」の空き家バンクへの登録を呼びかけ

てましたね。なおかつ８月号では、空き家

バンクへの登録を条件として家具・道具処

分補助金の交付の案内されてますよね。聞

くところによるとそれなりの成果、申込み

があったって聞いてるんですが、具体的に
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はどのようになってますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  空き家バンクの、まず登録でございます

が、現在登録されている売買物件について

は１件、これは家屋です。土地が２件とい

う状況でございます。あと５月の肉付け予

算で認めていただきました家財道具の処分

に関する補助制度を広報等で周知をしてお

りますが、これにつきましては予算は10万

円掛ける５件で50万円の予算をとっており

ます。現在の状況でございますが、８月に

１件申請がございまして、交付決定をして

いる状況でございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  たった１件にしても何よりです。町が何

かしら動き出せば、自分の空き家活用して

くださいっていう動きは出てくるんですわ。

それで、小豆島町はこれに力入れてます。

つまり空き家バンクへの登録件数をどんだ

け増やすかと。多分その成果だと思うんで

すけど、15年前の平成20年には年間６世帯

10人なんです、移住してくるのが。次の年

に10世帯22人、次12世帯24人、17世帯26人

と増えていって、その平成24年から何と驚

いたことに一気に72世帯120人、87世帯117

人、105世帯131人、116世帯148人、87世帯

116人と増えてくんですよ。これなぜこんな

ことができたのか、なったのかなと聞いた

ときに、今言ったように、いかに小豆島に

来てもらうために、こんだけの、あなた方

に来てもらうための家を用意してますと。

その背景には、空き家所有者に、だから提

供してくれと。その提供してもらうために

補助金はやってるわけですよ。どんな補助

金かといえば、これがちょっと信じられな

い。リフォームして人に貸す、その補助金

が現在75万円です。これは空き家を貸す側、

売る側です。今度入ってくる側は、当然入

ってくるための何とか補助金、若者何とか

補助金出してんですけど、やはりここのと

こなどは本当にこの取組。それだけじゃな

いんですよね。いろいろあるんですけど、

町はやっぱりこの空き家対策に向けて体制

を整える必要があると思うんですけども、

現在どのような体制にしていこうとするか、

その体制を変える考えがあるのか。これに

向けて、要するに人材を増やすとか、担当

を変えるって言い方は変ですね。担当を変

えるというんじゃなくて人材を増やすか、

どっちかというか、それがもっとチームワ

ークを広くするとか、不動産とのネットワ

ークを強くするとか、それから町として税

金をもっとかけようとか、何かしらの方針

を持っているのかどうかお尋ねします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  議員先ほど御説明していただきました小

豆島の取組を私もホームページ等で見てお

ります。特にリフォーム補助なのか補助制

度はすごく手厚く、75万円ですか、いうの

は非常に手厚い補助だと思っております。

本町のほうの体制はその連携したというか、

例えばプロジェクトを立ち上げるとかそう

いうようなところまでは今現在やっており

ませんので、それぞれ、都市建設部は空き

家の現在の対策、まちづくり、こちらの総

務部のほうでは、人口の移住定住あるいは

住宅の流通の促進に向けた取組をそれぞれ
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行っておりますが、今後、この小豆島の取

組も参考にして、即人員の体制増強して職

員を増やすというのはなかなかちょっとい

ろいろ検討の課題は多いと思いますが、一

応連携をとりながら、体制づくりについて

は検討していきたいと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  熱中症で、大変子どもが危険な目に遭っ

てます。私は子どもの日傘、何か考えてほ

しいし、実際兵庫県でも取り組んでる町が

ありますので、コロナの域からも考えても

いかがかなと。もう時間がない。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  熱中症を防止するためには、部活動以外

にも登下校中等に注意が必要となっており

ます。学校では登下校中の熱中症対策とし

て、帽子着用や首を冷やすタオルなどとと

もに、日傘の使用も認めております。登校

見守りの際にも日傘をさしている児童の姿

も確認したところです。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で秋元美智子議員の一般質問を終わ

ります。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。本日はこれをもって散会いたし

ます。次回は９月６日午前９時30分より会

議を開きます。どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後３時40分 
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本 日 の 会 議 に 付 さ れ た 事 件 は 次 の と お り で あ る 。  

一 般 質 問  
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  以 上 、 会 議 の 次 第 を 記 し 、 こ れ を 証 す る た め こ こ に 署 名 す る 。  
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      署 名 議 員  ２ 番  

 

       同     ３ 番  

 

 

 

 

 

 

 

 


